
薬事・食品衛生審議会薬事分科会

平成23年度 第1回血液事業部会 議事次第

日時:平成23年 12月 26日 (月)10:00～ 12:00

場所:航空会館501+502会 議室(5階)

(東京都港区新橋 1丁 目 18番 1号 )

議題 :

議題1-1 平 成23年 度献血推進調査会の審議結果について

議題 1-2 平 成24年度の献血の推進に関する計画(案)について

議題2-1 血 漿分画製剤の供給のあり方に関する検討会について

議題2-2 平 成23年 度の原料血漿の追加配分について

議題2-3 平 成24年度の血液製剤の安定供給に関する計画(需給計画)(案)

について

議題3-1 平 成23年 度安全技術調査会の審議結果について

議題3-2 血 液製剤等に係る遡及調査ガイドライン(改訂案)について

議融 -1 平 成23年 度適正使用調査会の審議結果について

議題4-2 輸 血療法の実施に関する指針(改訂案)について

議題4-3 血 液製剤の使用指針(改訂案)について

議 題 5 平 成23年 度運営委員会の審議結果について

議 題 6 そ の他                '
議題3関連 :

資料3-l HBV感 染既往の血液に対する更なる安全対策について
配付資料 :

資料3-2 供 血者への事後検査依頼の対象者について

委員名簿                                              資 料3-3 血 漿分画製剤のウイルスに対する安全性確保に関するガイドライン(平

成 11年 8月 30日付医薬発第 1047号医薬安全局長通知)

資料3-4 CdMbOrauve study to EstaЫヽha Wo‖d Heaにh Orga面zaJon internaJonal
議題 1関連

Standard for Hepatitis E Virus RNA for Nucleic Acid Ampl1lcation

資料 1-1  献 血推進 2014の達成状況                                    Techndogy(NAT)‐ Based Assays(平成 23年 10月 17日～21日 :ECBS)

資料 1-2  採 血基準の見直しに伴う影響                              資 料3-5 血 液製剤等に係る遡及調査ガイドライン(改訂案)について

資料 1-3  若 年層献血者 (10代)の献血継続状況分析

資料 1-4  高 校献血減少の要因分析

資料 1-5  医 療機関における200ml赤血球製剤の需要と供給                   議
題4関 連 :「

資料 1-6  200ml赤 血球製剤と400mi赤血球製剤とのリスク評価                    資 料4-1 2010年 輸血業務・輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告書
資料 1-フ  200ml全 血採血のあり方                                資 料4-2 輸 血療法の実施に関する指針(改訂案)について

資料 ¬-8  平 成 23年度若年層献血意識調査結果                          資 料4-3 血 液製剤の使用指針(政訂案)について
資料 1-9  平 成24年度の献血の推進に関する計画(案)

(参考資料1-1)献 血者数の推移(平成 6年～平成22年度)                   :議
題5関 連 :

議題 2関 連 :

資 料 2-1 血 漿分画製剤の供給のあり方に関する検討会 (平成23年 度の開催

状況について)

資 料 2-2 平 成23年 度の原料血漿の追加配分について

資 料 2-3 平 成24年 度の血液製剤の安定供給に関する計画(需給計画)(案)

資 料 2-4 平 成24年 度の原料血漿確保目標量(案)について

資 料 2-5 平 成24年 度都道府県別原料血漿確保目標量(案)について

資 料 2-6 平 成22年 度需給計画の実施状況(報告)

資 料 2-7 平 成23年 度需給計画の上半期の実施状況(報告)

(参考資料2-1)・ 需給計画の状況(平成22年 度～平成24年 度)

(参考資料2-2)平 成24年 度需要見込関連表

(参考資料2-3)血 漿分画製剤の自給率の推移 (供給量ベース)【実績】

(参考資料2-4)主 な血漿分画製剤の自給率の推移(供給量ベース)

(参考資料2-5)ア ルブミン製剤の供給量 (遺伝子組換え型含む)と自給率

(参考資料2-6)免 疫グロブリン製剤の供給量と自給率

(参考資料2-7)血 液凝固第Ⅷ因子製剤の供給量(遺伝子組換え型含む)と国内
~ 血
漿由来製剤の割合
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'
資料5-1 血 液製剤及び献血に関する感染症報告事項について

資料5-2 XMRVに 関する報告について

資料5-3 日 本赤十字社と田辺三菱製薬株式会社の血漿分画事業の統合に向け

た進捗状況について

資料5-4 血 小板製剤に対する感染性因子低減化(不活化)技術の導入準備の進

捗状況について

資料5-5 フ ィブリノゲン製剤等に関する報告について

議題6関 連 :

資料6  研 究開発等における血液製剤の使用に関する指針(パブリックコメント)
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血液事業部会 委員名簿

ら、りがな

朝 倉 正 博  あ さくら まさひろ

稲 田 英 一  い なだ えいいち

○ 大 石 了 三  お おいしりょうぞう

大 戸   斉  お おと ひとし

大 平 勝 美  お おひら かつみ

岡 田 義 日召 お かだ よしあき

4ヽ幡 純 子  お ばた じゆんこ

嶋  緑  倫  し ま みどり

鈴 木 邦 彦  す ずき ぐこひこ

◎ 高 橋 孝 喜  た かはじこうき

花 井 十 伍  は ない じゅうご

半 田   誠  は んだ まこと

前 野 ― 雄  ま えの かずお

牧 野 茂 義  ま きの しげよし

幕 内 雅 敏  ま くうち まさとし

三 谷 絹 子  み たに きぬこ

三村 優美子  み むら ゆみこ

山 ロ ー 成  や まぐち かずなり

山 口 照 英  や まぐち てるひで

吉 澤 浩 司  よ しざわ ひろし

渡 追 治 雄  わ たなべ はるお

◎部会長 ○ 部会長代理

医療法人社団博栄会理事長

順天堂大学医学部教授

国立大学法人九州大学医学部附属病院教授 薬斉」部長

福島県立医科大学輸血 移植免疫部教授

はばたき福祉事業団理事長

国立感染症研究所血液 安全性研究部第一室長

上智大学法科大学院長

奈良県立医科大学小児科教授

社団法人日本医師会常任理事

国立大学法人東京大学医学部附属病院輸血部教授 輸血部
長

ネットヮーク医療と人権 理事

度應義塾大学医学部輸血 細胞療法部長

読売新聞編集委員

国家公務員共済組合連合会虎のF5病院輸血部長

日本赤十宇社医療センター長

獨協医科大学血液内科教授

青山学院大学経営学部教授

国立感染症研究所血液・安全性研究部 客員研究員

国立医薬品食品衛生研究所生物薬品部研究員

広島大学名誉教授

国立感染症研究所長

平成23年度血液事業部会献血推進調査会

開催日

第 1回 9月 16日 (金)

第 2回  11月 22日 (火)

1主な議調
1.献 血推進2014の進捗状況について

2.200ml全 血採血のあり方について

3.平 成24年度献血推進計画案の策定について

日
1.献 血推進2014の達成状況

採血基準の見直しに伴う影響

若年層献血者 (10代)の 献血継続状況分析

4.高 校献血減少の要因分析

医療機関における200ml赤血球製剤の需要と供給

200ml赤血球製剤と400ml赤血球製剤とのリスク評価

200ml全血採血のあり方

平成 23年度若年層献血意識調査結果

平成 24年度の献血の推進に関する計画 (案)
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献血推進 2014の 達成状況

献血推進に係る新たな中期目標について
～献血推進 2014ん

平成 22年 11月 9日

¬ 背 景及び目的

病気やけがで血液を必要とする方が我が国には数多くおられるが、これらの血液

は、国民の善意による無償の献血により支えられている。我が国の献血者は昭和 60

年度には延べ約 876万人を数えたが、その後減少の一途をたどり、平成 19年度には

約496万人まで低下した。その後、平成17年度から5ヶ年の目標を立て実施した「献

血構造改革」の取組み等により、平成21年度には約530万人まで回復したものの、
10代の献血率は依然低下傾向が続いており、高齢化により血液の需要の増加が見込

まれる将来の安定供給が危ぷまれる状況にある。

日本赤十字社が実施した血液需給将来推計シミュレーションでは、現在の献血率

(献血可能人口の献血率 59%)の まま少子高齢社会が進展すると、需要がピーク

を迎える平成 39年 (2027年)に は、献血者約 101万人分の血液が不足することが

示された。

こうした状況を踏まえt将来に亘り血液の安定供給を行える体制を確保するため、

平成 26年 (2014年)度 までの達成目標を以下の通り設定し、献血の推進を一層強

力に実施することとする。[献血推進2014]

項 目 目標 H21年 度

若年層の献血者数の増

カロ

10代 (注1)の献血率を6.4%まで増加

させる。
6 0%

20代の献血率を 8.4%まで増加させ

る。
7 8%

安定的な集団献血の確

保

集団献血等に協力いただける企業 ・団

体を 50,000社まで増加させる。
43,193社

複数回献血の増加
複数回献血者を年間120万人まで増加

させる。
984,766人

(注1)10代 とは献血可能年齢である16～i9歳 を指す。

3.重 点的な取組みについて

上記の目標を達成するため、以下に掲げる事項に重点的に取り組む。

① 献血の意義を明確に理解していただく。

献血の意義や、献血血液の医療現場での使用状況について、国民が広く理解 し

ているとは言い難い状況にあり、また、その理解を進めることが、献血意識を高め
ることにつながることが示されている6献血推進にあたっては、献血の意義を国民
に十分理解していただくことに努めるとともに、受血者の顔が見える取組みを一層
強化する。

② 安 定供給につながる若年層への対策に力を入れる6

10代、20代の献血者は、今後長期にわたり我が国の輸血医療を支える重要な世
代である。

i)10代への働きかけ

10代は、多くの献血者が人生で初めて献血を経験する世代である。平成 23年
4月 1日の採血基準の改定及び平成 21年 7月改訂高等学校学習指導要領解説保
健体育編における 「献血」に関する記載を踏まえ、10代の方々に献血の意義を
よく理解していただき、初めての献血を安心して行つていただける環境の整備を
一層図る。さらに、200ml献血のあり方について、医療機関における使用実態等
を踏まえ、検討を進める。

||)20代への働きかけ

20代には,献血を経験したことがある方が多くいるが、その後リピータードナ
ーにならず、献血行動からドロップアゥトする方が多い世代である。献血を体験
した方が、献血の意義を深く理解され、長期にわたリリピータニ ドナーになつて

いただける取組みを強化する。

これらの取組みの実施にあたつては、若年層献血者が多い諸外国での取組みも

参考にしつつ、行うものとする。

③ 献 血することにより心の充足感が得られる環境を整える。

献血は相互扶助の精神に基づく尊い行為であり、献血者一人一人の心の充足感が、

活動の大きな柱となっている。そのため、献血に協力いただけた方々が、心の充足

感をより得られ、安心快適に献真を行つていただける環境を
一層整える。



平成 26年 (2014年)度 までの達成目標の進捗状況

(注1)10代 とは献血可能年齢である16～19歳を指す。

※献血率算出における人ロデータ

平成 21年度 :平成 21年総務省統計局公表 人 口推計

平成 22年度 :平成 22年国勢調査 (人口等基本集計)2011年 10月 26日公表
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10代 (注1)の献血率を6.4%まで増加

させる。

20代の献血率を8.4%まで増加させ

る。

集団献血等に協力いただける企業 ・団

体を 50,000社まで増加させる。
43,193社

複数回献血者を年間 120万人まで増加

させる。
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I.採 血基準の改正内容

「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部を改正する省令の施行について」(平成 23年 3月 11日 付け薬食発 0311第 1

号厚生労働省医薬食品局長通知)により、採血基準が以下のとおり改正された(施行時期 平成 23年 4月 1日 )。

1.健 康診断の方法の見直し

・健康診断の方法から血液比重検査を削る。

2 全 血採血基準の見直し

(1)共通

・血液比重に係る部分を削る。

(2)200mL全 血採血

・男性に限り、献血可能な者の血色素量の下限値を「129/dL」から「1259/dL」に引き上げる。

(3)400mL全 血採血

・男性に限り、献血可能な者の年齢の下限を「18歳 」から「17歳 」に引き下げる。
・男性に限り、献血可能な者の血色素量の下限値を「12.5grdL」から「139/dL」に引き上げる。

3 血 小板成分採血基準の見直し

'男性に限り、献血可能な者の年齢の上限を「54歳 」から「69歳 」に引き上げる(65歳から69歳 までの者については、60歳 から64歳 までの間に献

血の経験がある者に限る。)。

20110916
日本赤チ字を2滋 事業本″

■.採血基準の改正に伴う献血状況

日本赤十字社では、平成23年 4月 1日から、改正された採血基準による献血受入を開始した。それに伴う献血の状況及び開始前後の広報展開につい

て、以下のとおり概要を報告する。

なお献血状況の対象期間は、平成 23年 4月 1日 から平成 23年 7月 31日までの 4ヵ月間とした。

1.400mL献 血者数(17歳男性)の推移

対象となる献血者数は4,408人であった。また、17歳男性全血献血者の合計は6,022人であり、400mL献 血者数の構成比は73.2%であつた(グラフ1)。

今後、同様の協力状況が継続された場合t年間で約 13,000人になるものと推定される。

(グラフ1)
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'4‐7月 (4ヵ月間)の比較
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2 血 小板成分献血者数(55-69歳の男性)の推移

対象となる献血者数は 22,811人であつた。血小板成分献血者(男性)の合計は 219,917人であり、55‐69歳 男性の血小板成分献血者数の構成比は

104%で あつた(グラフ2)。今後、同様の協力状況が継続された場合、年間で約 68,000人になるものと推定される。

(グラフ2)

人
500 『
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18‐54歳   : 構 成比 55-69歳   1 構 成比 計 構成比

平成 22年 度 210,007  1 ,00o% 210,007 1000%

平成 23年 度 197.106   1  8960/o 22,811   1 104% 219,917 1000%

・4‐7月 (2ヵ月間)の比較

20,イ09f6
日本赤チ字を″滋事業本語

3 血 色素量の下眼値の引き上げにより献血できなかつた方(男性)の推移

200mL献 血希望者 240人 については、血色素量の下限値の引き上げ(12.09/dL→ 1259/dL)により採血基準を満たしていないことから、献血

ができなかつた。

また、400mL献 血希望者 14,254人 については、血色素量の下限値の引き上げ(12 5grdL→ 130g/dL)により、12,922人 (献血希望者の

9070/0)が献血できなかった状況である一方で、200mL献 血、血小板成分献血及び血漿成分献血での協力者は 1,332人であった(献血希望者の

93%)。

血色素量 120‐124 献血希望者 献血できなかった方 献血協力者

200mL献 血

″血色素量の下限値の引き上げにより200mL全 血採血基準を満たさない群

(単位:人)

血色素量 12● 129 献血希望者 献血できなかった方

400mL献 血以外での献血協力者

200mL献 血 血小板成分献血 血業成分献血 計

400mL献 血 12922 1,183

★血色素量の下限値の引き上げにより400mL全 血採血基準を満たさない群

4 広 報展開

また、広報展開として、Cテ レビCMの 放映、②新聞43紙 (全国紙 3紙 ,各地域で購読率の高い地方紙 36紙,スポーツ紙全国版 4紙 計 3,700

万部)への掲載、③ラジオ番組での周知、④ポスタニの作製(B2判 5,000部,33判 5,000部)、掲出、及び⑤日本赤十字社HPへ の関連情報の掲載

並びに各献血会場でのデジタルサイネージ(映像配信機器)を用いた周知事を実施した(参考)。        ・



(参考 1)

I テレビcM放 映(別添 1参照)

1番 組提供く全国放送)

・上記番組中に30秒のCMを 1回又は2回放映したこと。

1  2.ス
ポット放映

201,0976
β本赤チ義勧効獅報は″

20110g,6
日本赤チ字を″～ ″

放送局名 番組名 放送日 放送曜日 放送時間

日本テレビ Going!SpOrts&Ne騒 平成23年 3月 5日 ,13日 ,19日 ,27日 土 ,日 23時 55分 …24時 35分

TBS

激闘大家族SP  '

東京下町5つ子ちゃん成長期2011
平成 23年 3月 8日 火 19時 56分 -21時 48分

世界進出′ヽラエティー メイドィンJAPAN 平成 23年 3月 22日 火 19時 00分 -20時 54分

紳助社長のプロデュース大作戦SP 平成 23年 3月 29日 火 19時 00分 -20時 54分

フジテレビ LiVE2010すばると1(土BE日) 平成 23年 3月 5日 ,19日 土 24時 15分 ‐-25時 05分

地 区 放送局名

北海道 札幌テレビ 北海道放送 北海道文化放送 北海道テレビ

東 北

青森放送 青森テレビ 青森朝日放送 テレビ岩手 !BC岩 手放送

岩手めんこいテレビ 岩手朝日テレビ 岩手朝日テレビ 宮城テレビ 東北放送

仙台放送 東日本放送 秋田放送 秋田テレビ 秋田朝日放送

山形放送 テレビユー山形 さくらんぼテレビ 山形テレビ 福島中央テレビ

テレビュー福島 福島テレビ 福島放送

地 区 放送局名

関東甲信越
日本テレビ フジテレビジョン テレビ新潟 新潟放送 新潟総合テレビ

新潟テレビ21 山梨放送 テレビ山梨

東海北陸

北日本放送 チューリップテレビ 富山テレビ テレビ金沢 北陸放送

石川テレビ 北陸朝日放送 福井放送 福井テレビ テレビ信州

信越放送 長野放送 長野朝日放送 静岡第一テレビ 静岡放送

テレビ静岡 静岡朝日テレビ 中京テレビ 中部日本放送 東海テレビ

メ～テレ

近畿 讀費テレビ 関西テレビ

中四国

日本海テレビ 山陰放送 山陰中央テレビ 西El本放送 山陽放送

岡山放送 瀬戸内海放送 広島テレビ 中国放送 テレビ新広島

広島ホームテレビ 山口放送 テレビ山口 山口朝日放送 四国放送

南海放送 あいテレビ テレビ愛媛 愛媛朝日テレビ 高知放送

テレビ高知 高知さんさんテレビ

九州沖縄

福岡放送 RKB毎 日放送 テレビ西日本 九州朝日放送 サガテレビ

長崎国際テレビ 長崎放送 テレビ長崎 長崎文化放送 熊本県民テレビ

熊本放送 テレビ熊本 熊本朝日放漱 テレビ大分 大分放送

大分朝日放送 宮崎放送 テレビ宮崎 鹿児島読売テレビ 南日本放送

鹿児島テレビ 鹿児島放送 琉球放送 沖縄テレビ 琉球朝日放送
'各放送局の空き時間帯に放映を依頼したこと(平成23年 3月 18日から31日 までの間)。
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男1添 3(ボスタ‐)

別添 5(リーフレット)

別添 4(クリアフアイル)

2●イ′09,6
″ホ赤チ手"麟 "嘔 け″

男り洒6(潮utt walkerl
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[新 聞広告掲載(別添2参 照)

1 掲 載紐

全国紙(読売新聞 朝日新聞・日本経済新聞)3紙 地方主要紙 36紙 ・全国版スポーツ新聞(スポーツ報知 ,日刊スポーツ スポニチ

サンケイスポーツ)4 fllの合計 43紙  合 計 約3700万 部

2 掲 載規格

全5段 モノクロ

3 掲 載日

平成23年 3月 1日 から31日 までの間 各紙 1回

lllラジオ番組での告知

」FN38局 ネットにより毎運月曜日から金曜日の午前6時 30分 から10分 間放送している「LOVE h AclonJに おいて、選次、採血二率の一部

改正に係る情報を提供したこと。

Ⅳ ポスター製作及び配布等

採血L4の 一部改正に係るボスター(別澤3多照)を1万部(B2判 5.000枚 、B3判 5,0∞枚)、A4綱 クリアフアイル(別添4,照 )を40万 部

(A4判 )、各々製作して各血液センターに配布するとともに、各献血ルームに整備してあるデジタルサイネージ(映像配信機器)においてもポスタ
ー情laを掲出したこと,

また、献血推進団体等に配布することを目的に.当譲採血基準の一部改正に係るリーフレット(男J澪 5,日 )を制作し、より詳細は情報の周知

を回つたこと。さらに、献血Wa kor(一般国民向け献血推造小冊子)に国連記事を掲載したこと (別澪6,照 )。
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(参考2)

1.男 性400mL献 血年齢引き下げ(18歳 →17歳 )による影響
(平成23年4月～7月)

表1.献血者数

表2.VVR発生数

献血者合計

表1.献血者数

献血者合計

表2.WR発 生数

20′′09′6

日本赤チ宇を滋…

2.男性血小板献血の年齢引き上げ(54歳→69歳)による影響
(平成23年4月～7月)

表3,VVR発 生率

表3.VV良発生率

男性 女 性
I I

PPP PC 小計 PPP

計 136397 210006 134429 480,832

男性 女性
計

小計 200 小計

計 5666 9683

男1■ 女性
計

年齢 PPP ′卜計 PPP

2,187 5,703

5,209 1,343 6.552

57 991 2,557 4.548 1.370

2233 1,271

.663 3509 4,632

1,829 3.592 1,063 4.665

,889 1,752 4,785

888 1,056

.733 1.367 4,043

837 2.120 2.866

429

896 1.392

1,536

2,033

1258 :,602 2,103

計 23437 22811 138536～

男 性 女 性
計

年 齢 小計 小II

386
計 502 1203

男性 女性
計

年齢 PPP ′J 計ヽ PPP

5 1 22

29

4 17

3 5

4 1 2

3 3 6

6 4

3 6 9

2 3 8

1 2 3 2 5

1 0 1 5

1 2 3 0 3

1 1 2 5 7

1 1 2 6

総計 36 104

男性 女性
計

年齢 小計 ppp

0230/ 031%

020% 0380/ 031% o97ツ 044%

020% 037% 088% 049ツ

049ツ 0310/ 004%

0160/ 134% 0430/

006°7 005ツ 0060/ 113%

01607 0160/ 0870/ 03307

03207 026% 0290/ 1040/ 0470/

0290/ 1270/ 05207

00807 024ツ 1070/ 03807

0410/ 0250/ 0470/ 0310/

0110/ 000% 007ツ 1250/

0090/ 044% 020%

027% 013% 0340/

029% 012% 120% 038ツ

計 015% 030ツ 022% 096% 039%

男1■ 女 性
計

年 齢 小計 小計

101% 115% 115%

0990/4 2000/r 101% 101% 136°/

2540/c 2620/c 1660/1 3810/0 293ツ 27407
計 1270/ 251% 225ツ 1260/c 218%
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日本赤チ宇枷醐特曝然″

若年層献血者(10代)の献血継続状況分析について

20イ10976

β本オチ事を″滋事業本″

1.方 法

(1)対象献血者およびデータ件数

初回献血年齢 1 6歳 17歳 18歳 19歳 201歳 2 1歳 2 2歳 計

男性 32,512 28,192 40,654 26,855 18,564 14,103 13,319 174,199

女性 39,581 31,080 33,909 24,305 16,080 11,715 9,421 166,091

☆平成 12年度に初回献血を経験している献血者群

(2)フォローアップ期間

・10年 (各年ごとに献血経験のない群を差し引く)

2.結 果

(1)初回献血の年齢・性別で見ると、18歳男性が最も多く、16歳女性、18歳女性と続く。

その後の 10年間では 16歳 で始めて献血した女性の群が毎年度最も多い。(参考 1および2)

(2)10代で献血経験のある群について、2年 目の献血再来事は男性 333%、 女性 395%。
一方、20代 になってから初めて献血を経験した群では、男性239%、 女性266%と なつている。

各年齢の3年 目以降については、その格差が経年的に見られなくなってきている。(参考 3および4)

(3)10代の中でも、特に16歳 の献血者群における2年 目の再来率をみると、男性436%:女 性 4960/0、17歳の同じ群については男性 332%、 女性

38:4%となつており、他の年齢に比較して優位に献血への意識が高い結果となった。(参考 3および4)



201709,6

β本赤チ字社血液事業本部

(4)男女別の状況をみると、各年齢において女性の再来率が高くなつており、特に上記(3)で述べたように、16歳 女性の献血者群では 2年 目の再来率が

496%、 17歳の同じ群では384%と なつており、継続的な献血協力に繋がつている結果となつた。(参考 3および4)

3.結 論

(1)上記 2より、10代で初回献血経験のある群の 2年 目以降の再来率が優位に高いことから、高校生の時(学校献血含む)に献血経験することが、その後

の継続的な献血に繋がっているものと考えられる。

(2)また、10代の男女別では、明ら力ヽ こ女性の2年 目以降の再来率が高しヽこもかかわらず、10年間の長期的傾向を見ると、優位な格差が見られなくなって

くることから、200mL献 血しかできない女性群が400mL献 血推進の中で、献血抑制されてきた可能性も否定できないものと思われる。

(3)上記より、10代 (高校生)での献血に触れる機会(献血を含む)やきかつけを与えることが、その後の献血行動に有効に繋がるものと考える。

20'′0976
日本赤チ字社血液事業本部

(参考 1) ・

0平 成 12年度に初めて献血協力をした群のその後 10年間の献血協力状況(実献血者数)

(人)

初回献血

年齢
性別 1年目 2年 目 3 年 目 4年 目 5年 目 6年 目 7年目 8年 目 9年 目 104F目

: 0 歳
男性 32,512 14,189 101432 7.637 6,449 5,618 4.962 4,781 4.658

女性 39,581 19.637 15.573 12,449 10,808 91389 7,905 6,940 6,406 5,341

1 7 歳
男性 281192 9.354 6,301 5,134 4,358 3,982 3,711 3.521

女性 31,080 11.935 9,028 7,584 6,256 4,658 4,251 3,976 3.574

1 8歳
男性 40,654 11,472 3.316 6,718 5,728 5,384 5,166 4,927 5,059 4,893

女性 33,909 11.495 8,853 7,105 5,789 5,275 4,644 4,155 3,344 3.439

1 9歳
男性 26,855 7.687 5,343 4,453 31893 3.647 3,457 3,306 3,376 3,316

女性 241305 71898 5,686 4,518 3,747 3.472 2,992 2.698 2,476 2.213

2 0 歳
男性 18,564 4,480 3,505 31001 2,653 2,516 2,433 2,306

女性 16,080 41413 3,432 2,875 21281 1,969 1,738 1,592

2 1 歳
男性 14,103 3,233 2,260 2.027 2,026 1,896 1,796 1,720

女性 11,715 3,052 2,396 21038 11808 1,606 1,322 1,203 1,123 1,022

2 2 歳
男性 13.319 3,260 2,566 2,242 2,034 1,869 1,763 11707 1,643 4,694

女性 9.421 1,394 1,329 1,261 1.004 886 865 776



(参考 2)

10代 (16～19歳 ) (人 )

2θfイ0916
日本赤チ宇社血液事業本部

20,f09,6
日本赤チ脅 塑 麟 義 岬 市

(参考3)

O平 成 12年度に初めて献血協力をした群のその後10年間の献血協力状況(実献血者数に対する再来率)

50000

40000

30000

20000

10,000

0

口■6男 性

口■6女 性

■17男性

口17女性

■■8男性

口18女性

熙19男性

1年 目2年目 8年 目 4年 目 う年目 6年 目 7年 目 8年 目 9年 目10年目  E19女 性

20代 (20～22歳 )｀ (人)

口2 0男1生

日2 0女性

■21男性

●21女性

層22男 性

口22女性

1年 目 2年 目 3年 目 4年 目 う年目 (5年目 T年 目 8年 目 9年 目■0年 目

(%)

初回献血

生 齢

性 別 1年 目 2 年 目 3年 目 4 年 目 5年 目 6年 目 7年 目 8 年 目 9年 目 10年 目

1 6歳
男性 1000 436 321 235

女性 1000 273 237

1 7歳
男性 1000 224 182 123

女性 1000 290 244

1 8 歳
男性 282 205 127 120

女性 339 261

: 9歳
男性 1000 126

女性 325 234

2 0 歳
男性 1000 131

女性 1000 274 122

2 1歳
男性 1000 229 127 427

女性 1000 205

2 2 歳
男性 1000

女性 1000 259

初回献血年代 性別 1年 目 2年 目 3 年 目 4 年 目 5年 日 6年 目 7 年 目 8年 目 9 年 目 1 0年目

10代 (16～19歳)
男性 1000 333 125

女性 395 246

20代 (20～22歳 )
男性 1000 189 132

女性 1000 266 152 138
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(参考 4)

年代Bll・性別 “ )

500

■50

400

:350

300

2ふ0

-10代 男性

―●-10代 女性

… …20代 男性

‐-20代 女性

,00

1●()

1()0

5 0

0 C )

二年ロ ィ年目 4年 目 う年目 6年 目 T年 目 8年 目 94ニロ

男性

-1(1男 性

■卜 1楊 1+

-418男 性

一― ■0 男l l

― - 2 0 男 性

- 2 1 男 性

-  2 2 男 性

-16女 性

→ ト エア女 性

-lS難

― ― ■0女 性

― ― =0女 性

―●―ヨ女イ生
｀一 =ツ女 性
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日本赤十宇社血液事業本部

高校献血減少の要因分析
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1.高 校での集団献血実施状況の変化(参考 1)

(1)内部要因

口400mL献 血由来製剤の需要増加に伴う高校献血の抑制
・医療機関からの400mL献 血出来製剤の需要増力田こ伴い、また血液在庫の有効期間を考慮した200mL献 血の抑制。
・200mL献 血の抑制が学校ullに伝わり、以前に比べると担当教諭との連携が薄れてきている(情報の伝達不足)。
・大学の方が400市L献血の協力が得られ、また献血バス1稼働当りの献血量が多いことから、高校献血を抑制している。

日高校行事(文化祭等)における献血の実施体制
・400mL献 血可能者を対象に実施しているため、一部の生徒しか対象にならず全校的な取り組みが行えないことから実施に至らない。
・学校側や実行委員会等からの要望はあるものの、実際には生徒の献血協力時間が取れず、来場者(保護者等)主体の献血となり、協力者も十

分に確保できないことから実施に至らない。
・開催時期が複数校で同一日の場合(秋季,土・日曜日等)が少なくなく、献血を実施するうえで、一律の対応が困難な場合がある。

口採血副作用発生による安全性確保への懸念
・採血副作用が発生してから、献血を実施しなくなつた高校もある。

(能動的な取組み)

・学校へ出向いての献血セミナーの展開 ・当該セミナー実施後、集団献血の実施に結び付けていきたい。

・授業のカリキュラム(奉仕.総合的な学習)の導入をきっかけにポランティア活動への積極的参加を促す。

・400mL献 血への理解 ・学校側からの要請に基づき調整を行つているが、献血の実施にづいては原則400mL献 血への理解を頂いている。

・400mL献 血の推進もあり、3年生を対象に卒業献血を実施している。

・本年4月の採血基準の一部改正(17歳男性の400mL献 血)を踏まえて、各高校ヘアプローチしている。

・安全性確保への配慮 ・10名′時間の献血申込受付という条件について、事前に経緯等を説明し、理解していただ〈よう推進した。下校時間の遅

れや副作用等への対応を考慮していることから、学校側からは高評である(行政からの推進も要因)。
・行政との連携 ・県の献血推進計画で

“
将来に向けた普及・啓蒙促進

"の
ために高校献血を強く推奨しており、県・市町村・血液センターの

3者 で定期的に学校訪間している。

1

20イ′09′6

.        日 本赤十字社血液事業本部

(2)外部要因

■ 学校側(養護教員等)の理解

・学校方針の変更(人事異動・高校の統廃合等)により献血の受入れを拒否される場合がある。中でも養護教員の献血への理解が得られない場

合が多い。
・献血未実施校から献血実施校に異動した場合、献血の受入れに理解をいただけない場合が少なくない。
'近年、ライオンズクラブの方 か々らも高校献血の推進に協力し`ただいているが、献血の安全性:特に400mL献 血についての理解が得られにくいことから、献血の実

施に至るケースは少ない。一方で、養護教員からの紹介により、これまで献血を実施していなかつた高校(文化祭)での実施が可能となつたケースもある。

■ 授業のカリキュラム上等の問題               ‐

・授業のカリキュラムが過密のために授業時間中の献血実施が困難である。また、献血の実施日や時間の制約があることから、学校との調整が

難し〈なつている(平日の限られた時間帯,土日・祝日,季節等々)。
・
澤体 2日 制のため土曜日の授業が平日に移行しており、放課後の献血ができなくなつた(以前は多数の高校で実施)。

日 採血副作用発生による安全性確保への懸念
・WR発 生時の安全性の確保や責任問題(保護者の同意)等により、献血協力に積極的にならなくなつてきた。
・養護教員や学校保護者会等から、成長期にある生徒からの採血は望ましくないとの意見があり、なかなか理解が得られない。

■ 行政の考え方

・行政側が高校生の献血に対して積極的ではなく、結果的に高校献血が減少してきている。

■その他

・事前に献血希望者を募つているが、最近は生徒自身の献血への関心の薄れから、献血協力者の減少が日立つ。また、放課後に実施

している学校においても、同様の傾向が見られる。
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日本赤チ宇社血液事業本部

2.高 校での集団献血を推進することにより予想される課題(解決するための方策等)

(1)内 部的課題

■ 献血量確保上の問題

・医療機関からの 400mL献 血由来製剤の必要量への対応(200mL献 血由来製剤の需要と供給のバランス)。
・献血バスー稼動当りの献血量の減少。
☆200mL献血由来製剤の在庫量が医療機関からの需要量を超えた場合の期限切れ減損の懸念。

・本年4月より17歳男性の400mL献血が可能となったことも踏まえ、献血者の安全性と安全な輸血用血液の安定的な確保の必要性を丁寧に説

明し、十分な理解を得るために、学校側との円滑な情報交換を行うことが重要である。
・集団献血実施だけの推進でなく、献血も含めた血液事業全体の情報を伝えていく事業を積極的に展開する必要がある(生徒だけでなく、特に若

い教員へも理解を求める)。

日献血を実施するうえでの問題
・学校側の要望(献血実施の時期や時間等)に対する血液センター側の実施体tll。

(2)外部的課題

■学校側(養護教員等)の理解
・国公立を含めた校長会や養護教員等の集う場所などで、献血の重要性を取り上げてもらう体制の構築。
・献血をはじめとしたボランティア教育の授業への導入等、生徒への献血の重要性を知る機会を設けるなどの教育方針が重要である。
・安心や安全を含めて、養護教員や保護者等の献血への理解が得られる環境作りが必要である(重篤なWR発 生時の責任の所在等)。
・保護者の同意書がなければ献血へ参加できない高校が多い。

・
高校献血の実施が強制化という意識(献血は自由意志)。

日 行 政 の理解

・献血を実施していない学校関係者の理解を得るためには、献血推進を担う行政との円滑な連携を図りつつ、高校献血に積極的に関わつてもらえ

る体制を構築する必要がある。

・厚生労働省から文部科学省への働きかけ、また文部科学省から各都道府県教育委員会への働きかけが必要である。

20′′0916
日本赤チ字を″滋事業本訂

(参考 1)

高校献血の実施状況(年度別)

(実施複数) (実施率%)

6,000 90'実
施率(%)=実 施校劉 設置校数

８。

７０

６０

５０

４。

３０

２０

１。

０

7   8   9   10  12  15  16  17  18  19  20  21  22

°
昭和 60年 ,61年 度および平成 4年 .11年 ,13年 ,14年 度は、厚生労働省を通じて全日本教職員組合養護教員部からの

調査依頼に基づいて調査・報告しているため調査未実施



(平成22年度)

No 血液センター名 取組みの概要

1 茨城

・」RC(青 少年赤十字)加盟校での事前広報を行つた(1校 44名 増カロ)。

・献血セミナー実施後、献血の実施(1校 23名 増加)。

・渉外職員による学校への働きかけによる献血受付時間の見直し(半日から終日実施へ)を行つた(1校 56名 増加)。

山梨 。これまで3年生を対象として実施してきた学校が、22年度より新たに2年生も対象としていただいた(4校250名増加)。

静岡
21年度には400mL献 血を推進したが、承諾いただけず 14校の減」22年度に再度、学校担当者へ申し入れ、献血協

力の理解が得られた。また、献血休止中の学校も再開し、合わせて前年度より12校増加の90校から協力を得る。

4 和歌山
県の献血推進担当者やライオンズクラブからの働きかけにより、22年 度にはこれまでの年間 2回 の献血実施校 1校 に

加え、新規の献血実施校が 2校 、

5 愛媛

。若年層献血を推進するにあたり、渉外職員が各高校の校長先生や教職員(献血担当者)を訪問し、献血へのご理解とご

協力を得ることができた(対前年度より14校増加)。

宮崎

・若年層献血推進も含めた広報活動の強化を行つている(CMや お天気予報フィラー)。

・渉外職員が県内各地の高校(献血担当者)を訪問し、若年層の献血推進に対する理解と協力を求めた。
・献血実施時には、学校側(クラス担任)より積極的な呼びかけを行つていただいた。
・口蹄疫の発生により、献血への関心が高まり、各学校から献血に協力したい旨の依頼があり、実施した(3校増加)。

20′′09イ6

晟 錫 ■ 字社血液事業本部

(参考 2)

高校献血実施への主な取組み

赤血球製剤における!単位・2単位の発注及び供給比率について

発注数及び納品数については、平成20年3月10日から8月24日までの2週間における日中帯のデータで、夜nl分は含まれていないこと。
発注数及び納品数には、規格を指定しない合計単位数での発注分は含まれていないこと。
・Rh〈―)の発注及びta品は含まれていないこと。

某粛舞蓋お盆援象協,鋼堤湾5鐘 住爵寝握::δ 雙2晃 ミ?督 製 鏑 tttll雀 鶴 錯 ;場 :i位
×2本の発瀾二対し麟 い l本

下
の供給した②釉 日の新し製 剤

下
院内在庫分とすることから採血日の新しい製剤を発注したが 在日として保有していなかつたため、その日はキヤンセルするも、翌日改めて発注するケースなどもあり:発注数と納品数が
合致しないケースがあること.
1単位製剤の有効",用の観点から 2単位発注分の中にはコ単位×2本での供給をお願いする場合があること。

資料1-5



平成 23年 11月 4日

安全技術調査会提出資料

日本赤十字社血液事業本部

200mL製 剤と400mL製 剤の安全性について

1 200mL献 血および 400mL献 血における男女別の年齢分布 (平成 22年 度)

200mL献 血

30,000 ,            ‐   ― ―   ‐     ‐     ~~ ~ ~―    ‐                   ―

2.200m L献 血および 400m L献 血における男女別の平均年齢

3 400mL献 血率の推移

400献血率
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400mL献 血率は医療機関からの発注に応じて増加させてきたが、発注の比率が約 98%

(平成23年 8月調査)と すると、未だ需要には応じられていない。

4 初 回献血者数の推移と献血総数に対する比率

献血者総数 比率 平均年齢 中央年齢 最頻年齢

200mL男 性 83,157 22% 29.7

200mL女 性 379,780 101%

200mL 計 462,937 12.3%

400mL男 性 2,532,532 672%

400mL女 性 772,287 205% 394

400mL 計 3,304,819 877% 40.1

脚劇:■∴尊ニ

一

一
皿

３８ ４０

平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年 度 平成 22年度

613,241 557,871 554,175 547,846 545,880

123 % 113% 109% 104% 103%
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6.初 回献血者の検査陽性率 【1000人当り】

HBs抗 原 HBc抗 体 HCV抗 体
200mL献 血

400mL献 血

・初回献血者の感染率は、献血で選別されていない状況であり、日本人の真の感染率と考
えられるが、献血者全体によヒして、初回献血者の陽性率は高い。
・陽性率を比較した場合、200mLは 400mLの 約 1/2である。
・初回献血者の比率は約 10%で あり、これが 200mLと 400mL由 来血液全体の安全性の
比較に大きな影響は与えていない (前記 5「感染症マーカーにおける年齢別の検査陽性
数」より)。

7.HBVウ イン ドウ期の感染例か ら見た リスク比較
20プール NAT以 降に採血された輸血用血液製斉」による感染例

女性 女性計 男性     1  男 性計

計／
400mL 成分 400mL+成 分 400mL 成 分 400mL+成 分

20歳 代 1 1 2 5 6

30歳 代 0 3 9

40歳 代 0 0 7

50歳 代 0 1 0 1 1

計 1 l

*200m 血 由来 に よ る威 婆 伽|はな

輸血後感染と考えられた血液の献血者の年齢は、20歳代から40歳 代に集中している。
200mLの 献血比率は、全血献血全体の約 12%と 低いことtま た感染症例自体の数が少
ないこともあり、200mL採 血による感染症例はない。
200m Lと 409mLの 血液量による差も考慮の対象になるが、同じ感染血液由来の血漿
製剤と赤血球製剤による感染に差はなく*)、赤血球製斉」中の残存血漿量は、採血量の
10%程 度であり、200m Lと 400m Lの差による影響はあってもイヽさいものと思われる。
感染症例数が少なくHBVウインドウ期の血液による感染症例から、200m Lと400m L
由来製斉りの感染リスクを評価することは難しい。
なお、HBV感 染既往による感染リスクは、今後の安全対策としてHBc抗 体のスクリー
ニング基準をCOI≧10と 設定した場合には、リスクは極めて少なくなると推察される。

Satake M,et al infecI宙ty of blood components wnh low hepalls 3 virus DNA leveis

idenlled in alookback program TRASFUSiON 2007:47:119711205
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8.遡 及調査で個別 NAT陽 性となった製剤の採血種別から見たリスク比較

遡及調査により個別 NAT陽 性となった血液は、輸血に使用される前であれば回収され
る。遡及調査前に輸血に使用されてしまう場合もあるのでリスクを比較した。
ウインドウ期と感染既往の全体で見ると、200m Lと 400m Lでの遡及調査で個別 NAT
陽性となったのは 28(113%):221(887%)で あり、200m Lと 400xrl Lの供給比率
(400mL比 率 :877%)と 同程度であることから、両者に個別NAT陽 性となる比率で
差はないと思われる。

9.「 呼吸困難」等の重篤な輸血副作用の発生状況から見たリスク比較

重篤な輸血副作用の報告件数から 200mLと 400mLで 症例報告頻度を比較すると、
200mLの 方が低い傾向が見られた。
輸血関連急性肺障害 (TRALI)予防対策のために、400mL由 来の血漿製剤は男性由来
血漿を優先的に製造している。2011年8月の血漿製剤製造状況 (本数)で は、200mL
が男性比率 146%(679/4,661)に対し、400mLの 男性比率は996%(62,814/63,060)
である。TPtALIのリスクにぉいては、400mL由 来がリスクは低いと考えられる。

10.結 論

以上の結果から、200mL製 剤は400mL製 斉Jとほぼ同等のリスクであり、200mLを 400
mLと 同量の2本 を輸血した場合の相対的感染リスクは、ほぼ2倍 となるがHBVHCVHIV
の感染リスクは極めて低いものである。
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独輸

年度
件 数

赤血球製剤
血小板製斉J 血漿製剤 計

200mL 400mL

2

2009 8

2010 100 4

計 338
28

( 1 1 3 % )

221

(887%)
331

輸 血 昌J作 用 件 数 (2010年

件 数 200mL 400mL 血小板製剤等
679 22(32%) 273 (402%) 384(566%)

赤血球製剤 血漿製剤 赤血球製剤 血漿製剤

3 210

200mLと 400mL単 独輸血製斉り別の症例報告数とそ
赤血球製剤

症例報告数
供給本数

症例報告頻度
(10,000本当り)

l l  l栞製 剤

症例報告数
供給本数

症例報告頻度
( 1 0 , 0 0 0 本当り)

200mL 427,517 044 3 61,956 048

210 3,006,858 070 733,722 086
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麒●=■については これまで減少傾向が=書議いていたところであるが 平成20年以降.
11加に転じこれまでの献血者腱屎,鮨に一定の効果がみられているところである。
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者年層のは血へ0関 0凛やな血へのイメージを鱈■する.
者年層の麒血に関する口匈●IをIE■する.
若年層が●■を,つた時期やきつかけをle●する.
(1)～(3)について,威 17年よ、平成20年■の口壼編彙との比較を行う.

`対'看特性 (回=■ 5000人 )】

居住jlは「閻itt18●Jが365%で 以下 r近曇u116396,1■月北腱」(1571●l、「九州
"綱 J(117%)「中国 四口J(86%)「東北,(7191)'|ヒ層遺」(4196)のn.全体綺■は17
年産In■及び20年座Iniと壼ね壼わらない_

LЯlは.「男性J010%「 女性,490%と 諷ぼ半々

年6は、「16-17● J(95%)、「18～10●J(100%)、「20～24崚」(30096)f26～20
口J(36096)である.1フ=庁口■■び20●=口 ■にLぺで1 01tO口著者がj●力`118“
-25196‐201%1_

0■ は 「大学生 専,1■崚生J(31936)とr会社員J(274%)が中●.以下 『その他J
(159%)_『●■生,(12●||)「■黎=|IJ(65%)自 雪彙(34311、公3■ (21"の 日.咎

(1“%-319%ヽ 「■■=l●1が■●`171%_65%)_

医饉田縣へ0口与有●は、r●わつている,人は00%で 17劉 目日虫D口堕Q=亡 ロロ=
薇ね壼わらない_

:嶽血に口する日知 口0ま 】

(01)献 血に関してのIB知雹凛

未経験著全体では 「よく知つているJ(101“ )とrぁる理産知つているJ(75496)を合わせた
く調査概要 >

【口壺方=】 晏"力 "=会 社が保札 ている一般,H■■パネルに対して イン
ターネットを通して■閻(口壼薔)をお付し 回害を収■する.

:口壼対●1全国の16-29燿 のは血饉験=ユ び献血ネ経験看
※菫血経験吉 :■去に1産喘 献■o経験がある者
X菫血未罐崚吉:今まで1■も̀ nの ほ験ntない者(保血前の崚壼そ

●●を"たないため麒血できなかつた者を含む)
【対●者薇 】

麒■■崚=5000名

“●ネ饉摯● 5000名

合l1100∞ 名

X全 口を右壺の通り7プロックに分け

`プ ロックの若年●人口(16～29燿つ

全口に占める割合を平成22年住民む本

台ll年お別人口のデータここづき,出 し
プロックごとの回収歌を決定した.

:口壺期間 】平咸23年 10月 6曰 (末)～lo月 12曰 く永)

,

(04)献 血への関心度

113踊1評
%選矯:黒器驚11褥鵠I象計踏」継:搬職

た

●業別では ,彙主婦で関心あり層(497%)が他層に1しべて高いのに対し 公務員では
355%で 他口と比べて関心が低い。

:盟】:♂1軍鑑出」:fl咄 ぃ。
17年壼口■ 20年度"う と比べると 公口員の関心あり層が口奎ごとに大輌に低下
(5199t‐ 35%‐ 355%).

(05)は 血が言気の港晨に'■ っていることの口知

憲鵞諦鵬 略1器計緞告寧
地域別では 東北の2知 事が“ 5%で 最も=い .

卸 こ納 l t E l“3 %‐ 7● "

〈●6)血 灌型剤確保のために 絶えず献血が必晏なことの2知 (II規贅r.3)

未軽摯=全 体の2知 事は465%で ほぼ半ll.

」rYllた
大学生 専門学敲Щ "9っ と公務取 引 。つ ■l■く 高校蠍 300"blll層

:指裂爵:ピ:督ll?ま治蔵,3喘‖場ヽ都£躙 島事が他■餞べて市い.
(07,献血された輸血用血腋製対の■い■の,知 (新■■間)

11景ill澤賢]:嵩撃11,,電a仝糧場黒吊1ま尉おし知事が他日とltべてやや
0崚別では ,tの 2知旱(224%)が他層と比べてやや■い.

(03)●血の治■を受けた0者の感"の illちを目や耳にした経験 (新規貫間)

1獅
::          く 自営家・9つてや●lE

地域別では 東北での経験準(215%)が他層と1ヒベてやゃ西ぃ

く09,若 年層0献 血協力者の減少傾向のレ知

:喬賃欝希lh翻 鰐蹴肥毒汁
― に 公務取 99%― “ 2つ と

著(053%-346961.

(02)献 血の■口の口知

未燿摯者全体では 麒血の●口を●知している人は351%.6罰 以上の人は菫匈していな

L
●■■では、公薔員の2知 事"02“ て他日に比べて高い。

一
方 萬棧生の7o o91JB

知しておらずu■ にlLべてこい.
性舅では 男性 (314つ より女性のB知 事(33996)が 高い.
地雄別では、東北の口知事(410"が 他口と比べて■い。
20キ E口 至とlLべて ■■=静 の2知 事が11ポイント̀下 ι菫著142896‐ 32116).

(Q3)献 血できる場所の2知

果曇摯者全体では 「よく0つ ているJ(250%)と rある建産知つているJ(594%)を 合わせた
認知皐は344%.

■棄ЯIでは 公務具●2知 旱(33591)が 最もちく "し ておセ生(7739●l● 2匈 旱は他■
よりも低い。
性,1では、男性 (795%)よ り女性の日知旱(894%"萬 い.
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【菫血の広■ キヤンペーンヘの日知罐“颯口 】

(010,献 血に関する広颯接触“体

未経験=全 体では 嗽 血バスr534961「 磐llでの呼びかけr529%)「 テレビl1460%)
「献血ルーム前の■板 表示l1436%ヽの IIで饉m畢 が 3ぃ 。

●栞別では 「献血バス」は大学生 ●Fl学機生(596%)と ,業 主婦 (630961で高い.また,

ま主"は 「綺顧での呼びかけJ(583%)f献 ●ルーム前の■板 表示J(534%)t=く コ■で
の機触が目立つ。さ校=は 他0と lLべて0し て綸触磨が低く ιヽずれの広告もr見たことがな
t Jヽが131%薔 崚=ll最 も崚饉している“体は「テレビJで427%.

地●別では 「綺頸での呼びかけJまlt海道(37496)と 中国 四口(1■0%)で 他■と比べて低
い。「テレビ]き■lL(589961中 国 四口(“ 1%)九 州 沖■(573%)で 僣層と比べておく
関東甲信越(371%)で 低い。 17笙 鷹口薔″,OE El● ●多Hベ ム′ `ltは 7● ::でIB“

率が低下 20年 ■l●■ではさら〔 fttllでの諄びかけ 1の澪僣=が 低下r697%“ 00%
‐529%〕 .

(011)● 血キャンペーンに効果的だと思う饉体

未経験者全体では、「テレビ]が790%で ll田的にさい_次いてrィンターネット1が484%_

■彙"て は、■枚生は「インターネット」(354"が 回薔と比べて低い。●■主||は「テレビJ
がこ匈的にお〈911■ (800".一 方 自會ネでは「テレビ」(649%)が 他●に比べてらい。
性別では 男性よりも女性の方が`テレビJ(03196)「 ボスター」(3039bl「 彿帝電話,

1252"幌 =」(237%)を 支持.
17年 層 n■ 20年 層 ll■ と比べ ると 'テレビ 1と「"口 1の立絆車 が低 下 Jn17レ ビ :

389%‐ 347%_700%蛎 m282%‐ 23796‐ 21996)^一 方 「インターネット‖士上 ■ ll

向 `419%‐ “ 0%→ 434%)

(012漱 血キャラクター「すんけつちゃんJ鬱知

未経験者全体の口知旱は210%で 4人中l人が饒知_

●集別では 高校生(20396,大 半生 =円 摯機生 (299%)と いつた争■と公務員(250%)
の口知事が他層と比べて高い。
性別では 女性の2知 事(232%)が 男性 (146%,より高い。
地域別では 東北の●知事が306%で 他,と 比べて高い.

(013)欧血キャラクターrけんけつちゃんJの印● 晰 規贅日)

未燿,者 全体のけんけつちゃん口知者にその印象をたずねると 「よい1がう09%で ■独.
「わるい1ま38%で 奸呼0_
性,Iでは 男性1434%,よりま任(550%,で「よい」と感じられている.

(Q14'献血キャンペーン認'1

未暑摯者全体では 「はたちの腋血キャンペーンの2如 率が,のキャンペーンと1ヒペできく
240%.な お 一つもキャンペーンを'0らない人は686%
職業別ては 一つもキャンペーンを知らない人が■,生 (776%)と自営業(720%)で他層と
:tべて高い。
1生別では いずれかのキャンペーンを2知 している人は男性(247%)より女性(03496)が,
し、■にfはたちのは血キャンペーンJで女性の認知事(307%)力t高い。
地域別では 東北ていずれかのキャンペーンを'知している宰(436%)が他層と比べて●い。

合 l l 辱●● 皐緻 =

合 l l

t■ ■

ロセ

“稟,C● 3,図

薫誨t●

近■

中国 四ロ

九州 沖ll

●彙別Tは、

- 2 3  2 b l



( Q 1 5 )「H O P  S T E P  J U M P」を配布された記憶

8薔鷲尉譜むξ鰹賄駅朋凝選挙が
布されていることの認知率は

・職業別では、高校生 (165%)と大学生・専門学校生の認知事(175%)が 他層と比べて高い
ものの、2割弱にとどまる。
・地域別では、東北の認知率が144%で 他層と比べて高い。

【感染症・血液製剤について 】

(016)献 血では感染症に感染しないことの認知

・未経験者全体の― 半数は認知していない。
・職業別では、大学生・専F月学校生 (544%)と 公務員の認知率(6350/o)が他層と比べて高く、
一方自営業(369%)は他層と比べて低い。
・性別では、女性の認知率(513%)が男性(460%)に比べて高い。

花堪誕弘ス 1鍵襲弯

道の認嘲 “ 3り が他層批 べて低ぐ
一
方東北の認鍛 “ 8り は

(Q17)血 液製剤の海外血液依存の認知

・未経験者全体の認知率は108%で 、9割が認知していない^
・職業別では、公務員の認知率(154%)が 他層に比べてやや高い。
・認知率は17年度調査より低下傾向(226%→ 145%→ 108%)。特に公務員と自営業の低
下が顕著(公務員:327%→212%→1549/0自営業:2969/o→179%→77%)。

【献血ルームのイメージ】

(Q18)献 血ルームのイメージ

・性別では、「明るい」イメージは男性{144%)よ り女性(203%)に もたれている。
・地域別では、「明るい」イメージは東北(227%)と 九州・,中縄(233%)で 他層と比べて高い。
・20年 度調査と比べると、「明るい」と「わからない」が上昇した(明るい:127%→ 173%わ
からない:245%→ 3o3%)。 一方、「ふつう」と「暗い」が低下した(ふつう:474%→ 414%暗
い:154%→ 110%)。

【献血をしたことがない理由 】

(Q19)献 血をしたことがない理由(大きい順に3つ選択)

●1位 く最も大きな理由>に あがった理由

頸 試在潮 酔懲器冤(峨歌漂就謝:雰醜F“
67"剤

ぞ乱舞錫じでビ贅せゼ試」漕ζ続蜃ヨ麗慶」身が
9%→a2%」04り。椰こ膏校生
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【家族・友人の献血状況 】

(Q22)家 族が献血してぃる姿を見たことがあるか

・未経験者全体では、見たことが「あるJ人は110%で 1割強にとどまる^
・職業別では、専業主婦で見たことが「ある」人は173%で 、他層と比べて高い。
・性別では、男性(34%)と 比べて女性(1380/o)の方が見たことが「あるJが高い。

(023)友 人に献血している人がいるか

五:21者
全体でよ

:避斎型置亀葎諸i議す要理議ソ義鶏瞥礎ξ療警驚)で
Lる`」が他層と比べて高し、

馨鋼 鷲息業譴‖偽ま激 蠣 籐
混 資Ц“2%→“7り、一方自亨

【献血に関する資料評価】
※献血に関する資料の閲読後に、献血に関する意識の変化について質問した。

(024-1)献血の必要性への理解が良くなつたか

鮮 撃ま蹴あふ祗畿誕墓裏ム)

●1～3位 累計の理由                            .
未経験者全体では、「針を刺すのが痛くて嫌だからJがやはリトップで277%。 次いで「なんと

なく不安だから」(259%)、 「尋怖心」(224%)、 「時間がかかりそうだから」(201%)が 続く。
・職業別では、高校生で「近くに献血する場所や機会がなかったから」(201%)が 他層に比べ

てやや高い。大学生は「針を刺すのが痛くて嫌だから」(3069/o)、「なんとなく不安だから」

(288%)、「時間がかかりそうだから」(2290/o)、「忙しくて献血する時間がなかったから」

(178%)が 他層に比べてやや高い。

地域別では、近畿で「献血している所に入りづらかつたから」(161%)が 他層と比べてやや高
い 。

・20年 度調査と比べると、「献血している所に入りづらかったからJが低下 `176%→ 119%)

し、「わからない」が上昇(106%→ 245%)し た。
・献血をしたことがない理由「その他 1として記載された内容で多かったものは、「曾血体雪の

ためJ「採血後具合が悪くなるからJ「メリットがない/お 金がもらえないJであった。

【献血するきっかけとなり得る要因 】

(020)献 血するきっかけとなり得る要因(大きい順に3つ選択)

●1位 く最も大きな要因>に あがつたもの
。来経験者全体では、1位の要因として、
ことで116%_献 血をしたことがない理由でも「針を刺すのが痛くて嫌だから」が1位でありヽ 銀
を刺す時の痛さが献血へのネックとなっていると考えられる。また、僅差で「家族や友人などか

・1フ年度調査と20年度調査を比べると、「献血しているところが入りやすい雰囲気になつた」
が低下(173%→ 86%)す る

一方、「献血は絶対しない」が上昇(125%→ 180%)。23年度調

査は20年度調査と横並び。

●1～3位累計の要因
.未経験者全体では、「

僅差

になると考えられる。
・地域別では、東海北陸と九州・,中縄では「近くに献血する場所ができた(献血ル

ーム)Jと「近く

に献血する場所ができた(献血バスまたは出張献血)」が他層と比べてやや高い。
・20年 度調査と比べると、「献血したときの処遇品(記念品)が良くなつた」(123%→ 220%)、
「献血ルームのサービスが良くなつたJ(54%→ 138%)が 上昇している。

貧血体質だから」「健康上の間

【初めての献血について 】

(021)初 めての献血で400ml献 血することへの不安意識 (新規質問)

・未経験者全体では、「どちらかというとはい(どちらかというと抵抗がある)」(369%)と 「はい

(抵抗がある)J(3089/o)を合わせた抵抗がある人は677%で 3人 中2人 _
・職業別では、専業主婦でl■抗がある人(765%)が 他層と比べて高く、

一方自営業で抵抗が

ある人 (625%)は 他層と比べて低い。
・性別では、女性で抵抗がある人 (712%)が 男性(644%)と比べて高い。
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【対象者特性 (回答者5,000人)】

・居住地は、「関東甲信越J力℃65%で 、以下,「近畿」(163%)、「東海北陸」(157%)、「九州・

沖縄」(117%)、「中国・四国J(86%)、「東北J(74%)、「北海道J(41%)の1贋。全体構成は17
年度調査及び20年度調査と概ね変わらない。

・性別は、「男性」504%、 「女性」49696と ほぼ半々。

。年齢は、「16～ 17歳 」(30%)、 「18～ 19歳 J(10596)、「20～ 24歳 」1432%)、 「25～ 29

歳」(432%)で ある。ェ型劃劃量嵐及型2α ヨ度調査上量笙望コp盤 塑曇醒当皇型負担但旦隆
→112%→ 135%ヽ ^

「大学生・専門学校生」(29696)と「会社員」(404%)が 中心。以下、「その他」
「専業主婦」(89%)、公務員(45%)、 「高校生」(36%)、自営業(27%)の 1旧。20

・医療関係への関与有無は、r携わつているJ人は1719/0で、

【献血に関する認知状況 】

(01)献 血が病気の治療に役立っていることの認知

・経験者全体の認知率は664%で 3人 中2人が認知している_

暑牌髪藝l鮮鯛 I「
と比べては―Ⅲ公務勲2拗と大学

(Q2)血 液製剤確保のために、絶えず献血が必要なことの認知

が他層と比べて高い
一方、高校生は628%に とどまる。
・性別では、男性 (68396)より女性の認知率(760%)が 高い。

(03)献 血された輸血用血液製剤の使い道認知 (新規質問)

・経験者全体の認知率は347%で 、3人中1人が認知している。
・職業別では、高校生が他層と比べて高く450%。

一方、専業主婦(270%)と 自営業(289%)
が他層と比べると低い。
・性月1では、女性 (326%)よ りの男性認知率(368%)が やや高い。

(04)輸 血の治療を受けた患者の感謝1の気持ちを目や耳にした経験 (新規質問)

・経験者全体では、経験のある人は275%。

て高い。

(Q24‐ 2)献 血に協力する意識の有無

・未経験者全体では、「ある」(156%)と 、「どちらかというとある」(43496)を 合わせた意識があ
る人は590%で 6割 弱を占める。

樫斎型涯ヽ種習錦鮒輩1裕露濃撫棚 :階孫催『:比
べて攣ヽ

・地響男!Fi、 関東甲信越で意識がある人の割合(54796)が 他層に比べてやや低い。

低下している(公務員:596%→ 635%→ 500%
自営業:696%_604%→ 506%)。

(Q24-3)今 後実際に献血に行くか

総観葛書霧暮電」嵩渉湯幌秩五傷7aか
「どちらかというどまЩどちらかというと行伽

548%→ 418%→ 339%)。

【若年層の献血協力意向を高めるアイデア 】

(025)若 年層の献血協力意向を高めるアイデア

してあがる。

れた内容で多かったも

・職業は、

(103%)、

・職業別では、



(05)若 年層の献血協力者の減少傾向認知

・経験者全体では、「知っているJ人は529%で 半数を占める。
・職業別では、大学生・専門学校生の認知率(586%)が 他層に比べて高い

一方、専業主婦で
は439%で 他層と比べると低い。
・地域男1では、東北(476%)、 関東甲信越(510%)、 東海北陸(492%)で 他層と比べて低い。
・20年 度調査と比べると、東北の記知率が16ポイント低下し顕著(628%→ 476%)

【献血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況 】

(06)献 血に関する広報接触媒体
.

・経験者全体では、∫献血バスJが647%で 最も高く、「街頭での呼びかけ1(641%)、 「献血
ルーム前の着板・表示 r634%〕 、「テレビl`517%ヽ が続き、以上が主要の機触媒体.
・職業別では、「献血バス」は専業主婦で高く714%と 7割を超える。高校生は「献血バス」

(483%)な どの現場での接触が他層と比べると少なく、「テレビJ(567%)が トップの接触媒体
である。「インターネットJr22 8%)も 他層と比べて接触率が高い。
・性別では、女性はr献血バス」1699%)、 「街頭での呼びかけ」(69996)、「献血ル

ーム前の看
板・表示」(706%)と いつた現場での接触率が男性に比べて高い。
・地域別では、「街頭での呼びかけJは関東甲信越(684%)、 東海北陸1649%)、 近畿

1642961で 他層と比べて高い。「テレビ」ま東北(649%)、 中国・四国(619%)、 九州・沖縄

(576%)で 高い。
・17年 度調査と20年 度調査を比べると、各媒体の接触率は総じて低下。20年 度調査と23
年度調査を比べると、「献血バスJ`576%→ 647%)と 、「インターネット“9596→ 146%ヽ で格
触率が上昇した^

(07)献 血キャンペーンに効果的だと思う媒体

・経験者全体では、効果的だと思われる媒体は、
夕τネットlが512%^
・職業別では、専業主婦は他層と比べて「テレビ」(354%)、 「自治体の広報誌」(230%)が 高
い。また高校生は「新聞J(306%)が 他層と比べて高く、「テレビ」「インターネット」に次いで3位
の媒体。
・性別では、男性よりも女性で「テレビ」(32、7%)、「ポスター」(30196)、「雑誌」(248%)が 高
い 。

・Itu別 では、関東甲信越は「テレビ」(762%)が 他層と比べて低い。

1翻理環ぶl棚ヨ:露乳%鯉 淵嘱f%→
“6%→‐7り、一

(Q8)献 血キャラクター「けんけつちゃん」認知

・経験者全体の認知率は44396で 半数近くの人が認知している。
・職業別では、大学生・専P句学校生 イ673%ヽ 、高校生`561%)の 認知率が高く6害引このぼる.
・性別では、女性の認知率(52_0%)が男性 (367%)よ り高い。
・地域別では、近畿の認知率が373%で 他層と比べて低い。
・17年 度調査.20年 度調査と比べると、認知率は大幅に上昇している(70%→ 238%
→443%).

0広 さ
・経験者全体では、「広いIが222%、 「狭い iが202%で はぼ同率。「ふつう」は473%。
・地域別では、近畿で「広い」と感じる人の割合(174%)が他層と比べて低く、「狭い」(254%)
と感じる人が多い。

●職員の対応
・経験者全体では、「良いJが484%で 半数。また「ら、つう」は413%で 、「悪い」と感じる人は

3096にとどまつた。国虜L壺萱差d狂価Ш螂囮a菫菫玉堕̀ 二
・職業別では、「良い」が高校生(55696)と大学生・専門学校生{664%)で他層と比べて高い。

●記念品や軽い飲食物
・経験者全体では、「良い」が4360/6に対し、「悪い」は79%で 「良い 1と感じる人が大きく上回

るJふ つう」は417%。
・職業別では、大学生・専門学校生(479%)と 専業主婦(4840/●)で「良い」評価が高い。
・性別では、女性の評価(良い:479%)が 男性(良いi393%)よ り高い。
・地域別では、東海北陸で評価(良い:481%)が 他層と比べてやや高く、

一方近畿では (良い:

388%)が 他層と比べてやや低し`。
・17年 度調査、20年 度と比べて、「良い」評価は上昇傾向である(367%→ 409%→ 436%)。

【献血についての要望・知りたいこと】

(015)献 血についての要望・知りたいこと

・経験者全体では、「献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい」が394%。 僅差で
「職場や学校などで献血の機会を増やしてほしい」(389%)、 「献血する場所、日時などにつ

いて十分知らせてほしい」(373%)が 続き、
・職業別では、大学生・専門学校生で「職場や学校などで献血の機会を増やしてほしいJ

(444%)(「 進学や就職時に献血の経験を考慮してほしい」(215%)が 他層と比べて高い。ま

た専業主婦では「献血について正しい知識、必要性を知らせてほしい」(466%)、 「学校の授

業で献血の重要性等について取り上げてほしい」(36797o)が他層と比べて高い。
・性別では、総じて男性よりも女性で要望ゃ知りたいことがある。

【初めての献血について】

(016)初 めて献血した年齢

。経験者全体では、「16～ 17歳 」が293%、 「18～ 19歳 」が338%、 「20～ 24歳 」が321%

てとも1■1/3程 度。10代で初めて献血を経験した人が6割強。
・職業別でみると、当然ではあるが高校生は「16～ 17歳 」(8670/6)が大半。大学生

・専門学校

生は「18～ 19歳 」が438%で 最も多い。一方、会社員、公務員は「20～ 24歳 」(会社員:

384%公 務員:369%)で の献血経験が最も多い。
・性別では:「16～ 17歳 」での経験率は女性(316%)が 男性(270%)と比べて高い。「20～ 2

4歳」での経験率は男性(343%)が 女性798%メ こ比べて高く、女性の方が若いうちに献血を

経験している傾向。
・地域別では、東北で「16～ 17歳」での経験率(3970/0)が他層に比べて高い。

(Q9)献 血キャラクター「けんけつちゃんJの印象 (新規質問)

・経験者全体のけんけつちやん認知者にその印象を聞くと、1
るいlは30%で あつた。
・職業卿1では、高校生て『よいい“739/●で他層と比べて高い。
・性別では、男性(よい:549%)よ り女性(よい:609%)の 評価が高い。

(Qlo)献 血キャンペーン認知

。経験者全体では、

いで「LOVE in Actlonキャンペーン」(244%)、
もキャンペ=ンを知らない人は426%^

9%)が 続く。
一つ

・職業別では、公務員は4人 中3人近くの人(716%)が 何らかのキヤンペ
ーンを認知しており、

他層と比べてキヤンペ
ーンの認知率が高い。またキャンペーンごとにみていくと、「LOVE in

Actionキヤンペーン」は大学生・専門学校生で300%の 認知率で、「愛の血液助け合い運動」

は高校生で261%の 認知率で他層と比べて高い。
・性別では、男性(526%)よ り女性(623%)の 方がいずれかのキャンペ

ーンを認知している。
・地域月1では、北海道で「はたちの献血キャンペ

ーン」(500%)、 東北で「LOVE in Actionキャ

(011)「HOP STEP JUMP」 を配布された記憶

・経験者全体では、高枚3年生にHOP STEP」 UMPが 配布されていることの認知率は
151%^授 業で使用した人は53%に とどまる_
・職業別では、高校生の認知率は372%。 大学生・専門学校生は250%。

【感染症・血液製剤について 】

(012)献 mt・は感染症に感染しないことの認知

・経験者全体の認知事は724%。 4人 中3人 近くが認知している。
・職業別では、自営業の認知率(570%)が 他層と比べて低い。
・性別では、男性(694%)よ り女性 (754%)の 認知率が高い。

理想輩騒霞渕 賢蜘 賞‰ 4%→″4":細=東北あ
低下が大きい(814%→ 683%)。

(013)血 液製剤の海外血液依存の認知

・経験者全体の2知 率は203%で 、6人 中1人の割合。
・職業別では、事業主婦の認知率(131%)が 他層と比べて低い。

一方高校生は261%で 他層

と比べて高い。
・地域別では、中国・四国の認知率(267%)が 他層と比べて高い。
・17年 度調査.20年 度調査と比べると認知率は低下傾向である`308%→ 25396→ 203%)。

【献血ルームのイメージ 】

(014)ル ームについて

●雰囲気
・経験者全体では、「ふつう」な人が475%。 「明るい」が385%に 対し'暗い」は57%で 、堅

るい |イメージが「暗い,イメージを大きく上回っており好評価_
・性別では、「明るい」と評価する割合は女性(434%)が 男性(337%)よ り高い。
・地域別では、「明るいJイメージが近畿(322%)で最も低い。

(Q17)初 めて献血した場所

・経験者全体では、「献血ル
ームJが332%で 最も高く、3人中1人。次いで、「献血バス」が

218%、 「大学キヤンパス又は専門学校
・各種学校」が212%で 続く。

選戦ml聾魃 驚鮮曇j摯雲襲
〔{『l][:1「tillM読 景輔務:5]撃ま〔有男

舅醤11]II辟,讐ltll‖llli戦IFlh:Arと
(Q18)初 めての献血の種類

・経験者全体では、 「4 0 0 m l献 血」は3 0 , 9 %、「成分

献血」は5.7%。
・職業別では、「200ml献 血」は高校生(622%)と 専業主婦(608%)で 他層と比べて高い。
・性別では、男性は「200rnl献 血」(359%)よ り「400ml献 血J1411%)で の経験率が高い。対

して女性は「200rnl献 血」が591%で 高い。
・地域別では、九州・沖縄では「400ml献 血」力■08%を 占め、r200ml献 血J(377%)よ りも

高い。
・17年 度調査、20年 度調査と比べると'400rnl献 血 |が上昇傾向`189%→ 289→ 309%)で 、

対して「200ml献血Jが低下傾向(623%→516%→ 474% でヽある_

(019)初 めての献血で400rnl献血することへの不安意識

・経験者全体では、「特に不安は感じないJ人が499%で 半数を占める_二方、「不安Jな人は

警輩繁箭モIょ杯 安」ま専業主婦“8識 )で半数を占めてお馳 層批 ヽて高く 時 に不安

瑞裂温犠戯薦み螺3『梶だ果l圏 ま:記7配耐祟可進1記賛て高い。最東北で
%『ξ理曇lT2父讐『キ堆総栞量は様じ机Ч凡下Ы92%→相9輸噌薩昇
している(26497o→394%)。                         __

【献血回数について 】

(020)過 去1年間の献血回数

●200rnl献血

回」である。次いで、大学生
・専門学校生の経験率(4500/6)が高く半数近く。

・性別では、女性の経験率(463%)が男性 (360%)より高い。
・地域別では、中国・四国(357%)と九州1・,中縄(326%)の経験率が他層と比べて低い。

・17年度調査と20年度調査を比べると経験率は上昇したが23年度調査では低下し、17年

度調査と横並び(405%→ 461%→ 4119/o)。

ンペーンJ(382%)の 認知率が他層と比べて高い。

れた内容で多かつたものは、「貧血

他層と比べて圧倒的に高い。しかし633%が 「1
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験率は上昇したが、23年 度調査は20年 度調査と

●成分献血
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(Q21)今 までの合計献血回数

締 鑑 i酬繁
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比べると複類の献血率が低T171B%→663り。20年度
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●Q24「家族の献血の有無」で分析

、両者の相関がみ

中ar非 常に有効」が全体の

付けに大きな役割

【献血に関する資料評価】
※献血に関する資料の閲籠後に、燃血に関する意識の変化について質問した。

献血の必要性への理解の深まり

=職業別では、各層とも理解力く深まつた層が9割前後を占めて高い。釜に高校生では「はい(深

昇した。20年度調査と

・経験者全体では、「はし 94)と「どちらかというとはい(どちらかというと
増やそう
・職業別では、
・性別では、女性で意向 3%】 こ比べて高い。

戸生や、何かの?ぃ てゃ待ち時間に献血できる場所など」身近に

●1～3位 累計の要因
・経験者全体では、「自分の血液が役に立ってほしいから1が圧倒的に高く562%^次 いで、
「輸血用の血液が不足していると聞いたから」(335%)、「お菓子やジュースがもらえるから」
(245%)、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」(244%)が続く。
職業別では、高校生で「献血は愛に根ざしたものだから」(144%)が他層と比べて高い。また、
専業主婦で「家族や友人などに勧められたから」(227%)が他層と比べて高い。
・性別では、女性で「自分の血液が役に立ってほしいからJ1602%)、「輸血用め血液が不足し
ていると聞いたから」(362%)、「お菓子やジュースがもらえるから」(277%)、「家族や友人な
どに勧められたからJ(204%)が高く、対して男性は「なんとなく」(353%)献血している人が多
い 。

・地域別では、「高校に献血バス・出張献血が来たから」が東北(190%)で 他層と比べて高い。

1鱈 禦 雖 総 鐘 I酬 量役 霧 ユ 景鎌

・

醐 轟 お継 織 稽 鶏 健
康管理のためになるから」(295%→ 244%)と いった上位2～ 4位 の要因が特に低下している。

(Q23)現 在献血するきつかけ(大きい順に3つ選択)

●1位 く最も大きな要因>に あがった要因
・経験者全体では、第1位の要因は 「自分の血液が役に立つてほしいから」f424%)で 圧倒的
に高い。その他の項目は1割程度以下で、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」
(1,6%)、 「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」(101%)が 続く。
性別では、女性で「自分の血液が役に立ってほしいから」(450%)が 男性と比べて高く、男性
は「なんとなく」(198%)が 高い。
・地域別では、「自分の血液が役に立ってほしいから」が北海道(369%)と 東北(371%)で 他
層に比べて低い。

●1～3位 累計の要因
・経験者全体では、「自分の血液が役に立ってほしいからl169.9%)がトップ。初めての献血の
きつかけと同様の結果。次いで、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」(514%)、 「自
分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」(37196)が 続く。
・職業別では、高校生で「献血は愛に根ざしたものだから」(200%)や 「過去に家族や友人など
が輸血を受けたことがあるから」(1500/o)が他層と比べて高い。
・性別では、女性で「自分の血液が役に立ってほしいから」(730%)、 「輸血用の血液が不足し
ていると聞いたから」(54197o)が男性と比べて高い。対して男性では「記念品やグッズがもらえ
るから」(220%)や 「なんとなく」(355%)力 ぐ女性と比べて高い。
・地域別では、東北で「記念品やグッズがもらえるからJ(269%)、 「お菓子やジュースがもらえ
るから」(357%)が 他層と比べて高い。
・17年 度調査と20年 度調査を比べると、「輸血用の血液が不足していると聞いたからJ
(476%→ 532%)、 「将来自分や家族などが輸血を受けることがあるかもしれないから協力し
た」(159%→ 273%)が 上昇した。20年 度調査と23年 度調査を比べると「お菓子やジュース
がもらえるから」が低下している(3680/o→295%)。

【献血する動機づけについて 】

(024)家 族が献血している姿を見たことがあるか

・経験者全体では、見たことがrぁるl人は243%で 4人 中1人。
・職業別では、専業主婦で見たことが「ある」が320%で 他層と比べて高い。また高校生も
289%に のぼり、やや高い。
・性別では、女性の見たことが「あるJ人(290%)は 男性(197%)よ り高い。

調査結果まとめ・目立った回答など

【献血するきっかけ 】

(022)初 めての献血のきっかけ(大きい1慣に3つ選択)

●1位く最も大きな要因>に あがった要因

鍋
輩酪麗蹴 』妥躙ば射藉:ξ

ほしいか旬が主要なきつかけである。公務
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酢
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(025)友 人に献血している人がいるか

渕 E職
祠 仁 緋 鮨 識 躙 鑑

(Q26)高 校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるか

期鷲n話ォ悌駄皆野
に有効゙a6"どどちらかと言えば有効“75りとを合わせた五

嘉鷹翼踏呈需鬱鰍霊雪祈lよ
大旧こ上昇した。23薇踏は20雑

●Q17「初めて献血した場所」で分析

欄 鉢ど与写』魏轟聾選出担通盟
とは`あらかというと深まつ

(027‐2)献 血に協力する意識の高まり

鸞]輔卜熙饉凸塾鷹l嘗=嵐ilil:

:莉 言霙il響「里繹鵜詐晩認眸産録
(027-3)献 血回数の増加意向喚起

雛胸鰐閣動翻 曇襲翻馨纂
【若年層の献血協力意向を高めるアイデア 】

(028)若 年層の献血協力意向を高めるアイデア

彗尋鰤疑当:聯t己子鳥麒 キ澱彎鸞ミ蒻

半数(49,9%)を占める。高校での
を果たす可能性が示唆される。

献血未経験者 献血経験者

,議血できる場所の認知

6叡 593%)の 人は2知 していない

ヤ認知事は66●96

キ認知事は465%

o割(33596)の人は認知していない

キ特に高校生の0割くo20%)が 認知していない

t認知事は,2:9●

3割( 3 : 0 9 6 1の人は認知していない

☆認知刹お4791
☆特に高機生の認知事“5096,が高い

D輸血0治 燎を受けた,書 の感翻の気持ちを目や耳にした経験く新燿質口>

V経験率は:0596
8割(33●%)の人は経験したことがない

☆経験率は2'596
☆特に高校生の経験革(422%)が高い

p若年■のな血餡ヵ者の議少傾向の2知

曖 知事は325%

'叡 675%)の 人は2知 していない

た20年 度調査と比べて、露知事が37196-325%に 低

キ認知事は52●||

最ヽも多いのはf款血バスJ(5o496)
,商枚生は総じて接饉率がlgく、いずれの広告tr見たこ

高ヽ校生が最も接触している媒体はrテレビJ(42,%)

★最も多いのはf試血バスJ(04'96)

☆高校生は現爆での接触が少なくtrテレビ」(50,96)が
ッヽプの摯餞颯体

「ヽテレビJ(787%)がE樹 ||にあい

0献 血キャラクター「けんけつちゃんJ認知

☆20年 度露査とヽ べると 認知事は,2%-210%と 大

幅に上昇

☆特に大学生 専門学校生て,06%-290%)や 女性

07%-232%)で 大幅に上昇

―献血未経験者の●2借以上
☆特に大学生 専門学核生 (571%)、高校虫 561%)の

認知事が高い
☆17年度 20年度調査と比べると、認知事は大幅に■

23年度調査では大きな変化はみられない(162%→32'%→ 326%)。
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献血未経験者 献血経験者

☆「よいJが50996で半数.rゎるい」は38%で 好評価 「ヽよいJが534%で半数以上。「わるいJは00%て好IT

☆「はたちの献血キヤンペーン」(243%)が 最も認知され

☆一つもキャンペーンを知らない人は,Dl160 0%)
☆特に高校虫 ,76%)と 自営業(,20%)で 知らない人が
多い

「ヽはたちの献血キャンペーンJ(431%)が 最も認知され

一ヽつもキャンペーンを知らない人は4割(421■)

☆認知率は98%

☆授業で使用した経験がある人は2:96
認ヽ知事は151%

ヤ操業で使用した人は■0%

いことの認知

☆2知事は486%.5割●1■961の人が認知していない
☆20年度調査と比べて、2911率は391%-48696に 低

V認知事は,2●96
120年度田奎と比べて、認知事は,34%-72`%に 低

t認知事は10■%
0●l13929●|が認知していない
ヤ認知事は,7年度In●より低下傾向(22696‐:4596‐
00%〉

☆認知事は20■96
0割(,9796)が認知してt■い
☆1フ年鷹.20年 度IBIと比べると、認知事は低下傾向

D献血ルームについて 広さ

キr良いJ力t43●91.了思いJは3●%でf良いJと感じる人カ
にきく上回る

'r献血について工しい知識、必要性を知らせてほしいJ
39■%)が 最も高い

t突出したものはなく要望は多崚にゎたっている
大ヽ学生・率円学校鰊 '職場や摯餃なⅢ 献血の機会
:増やしてはしい,(444961位 /8項 目中)、「進学や就朧

寺に献血の経験を考慮してはしいJ(215963位/8項目
|)が他層と比べて高い

献血未経験奢

☆r非常に有効」(310%)と「せちらかと言えば有効J
●7596)を合わせた有効層は34196

☆高校で初めて献血した人では有効層が9,4%に のぼリ
高い。特にr非常に有効」が全体の49●||を占める

「はい1(2'6%)とrとちらかというとはい」〈5'1%)を 合
せた理解が良くなつた層は347%

☆rはい」(32696)とrぁ らかというとはいJ(5,,96)を合

☆「はいJ(325%)と:あ らかというとはい」(54496)を合

☆rはい」(7596)とrとちらかというとはいJ(309%)を合わ
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付)調査栞/呈 示資料

I.調 査概要

献血者数については、これまで減少傾向が引き続いていたところであるが、平成20年以降.
増力1に転し、これまでの献血者確保対策に一定の効果がみられているところである。

しかしながら、10～20歳代の若年層の献血者数に目を転してみると、同年代の人口減少の翻
合を上回る割合で減少し続け、依然として著年層の献血離れは深刻なものであり、将来の輸血
医療に支膊が生じることが懸念されていることから、若年層に対しての書及、書発をこれまで
以上に重点的 ・効率的に行う必要性が生している。

そのため,著 年層の献血に対する意識調査を実施し、平成17年度と平成20年度に行つた同様
の調査結果との比較を行うことにより、若年層の献血に対する意識等に変1じがあるのかどうか
を検証し、検証結果を今後の若年層に対する献血推進のあり方の検討に資することを目的とす
る。

(1)若 年層の献血への関心鷹や献血へのイメージを把握する。

(2)若 年層の献血に関する露知度を把握する。

(3)著 年層が献血を行つた時期やきつかけを犯掲する`
(4)(1)～ (3)に ついて平成17年 度、平成20年 度の調査結果との比較を行う。

【調査方法 】委託先調査会社が保有している一般消費者バネルに対して、ク ターネツト
を通して質問(調査票)を送付し、回答を収銀する。

【調査対摯 】全国の16～ 29歳 の献血経験者及び献血未経験者
※献血経験者 :過去に1度でも献血の経験がある者
※献血未経験者:今まで1度も献血の経験がない者(採血前の検査で

基準を満たないため献血できなかつた者を含む)

【対象者数 】

献血経験者 :5000名

献血未経験者 :5000名

合計:10000名

※全国を右表の通り7プロツクに分け、

各プロックの若年層人口 (16～29歳 )の

全国に占める割合を平成22年 住民基本

台帳年鈴別人口のデータに基づき算出し

プロックごとの回収数を決定した。

含 l t 経験者 未経験者

合 計 10,∞0 5.000 5,000

北海道 200

東北 706 353

関東甲信越 3.650 1.825

東海北曖 1.572

近畿 1.632 316

中国・四国 862

九州・沖綺 1166

若年層献血意識調査

―結果報告書―

平成23年 10月

厚生労働省

医薬食品局 血液対策課

目 次

【調査期間】 平成23年10月6日(本)～10月12日(水)



<調 査結果の見方>

・
lM瀧 織=絣 轟孫:貯

選択できるものは数晴.
・
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その質剛目への回答者を母数として
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・
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Ⅱ.未経験者編

1.対象者特性               【 未経験者場】

(1)居住地・性別 (SC1/SC3)

性別 (SC3)

・
簾梶即暦尻夢愕漢鍵湯[欝「渕 潔忌犠ぜ檀曇督]ガ蓋豊概ね変わ
らない。

●【性別】は、全体では「男性」510%、「女性J490%とほぼ半々で20年度調査と概ね変わらない。
17年度調査と比べて男性回答者が2割弱増えている。

・眸霧F曳12黛鮮l茂蹴どな職期晶1舞ど躍官鍋難凝鰐絲
の回答者が増えている。

● 【職業】では、「大学生。専門学校生」(319%)と「会社員」(274%)が 中心であり、両層で6割弱を

慕笙聾所婆袋儒予野菫席噸
ている。17年度調奪に上ヒベて「大学生・専Pヨ学

0【医療関係への関与有無】では、「はい(携わつている)」と回答した人は80%で 、過去2回調査と
概ね変わらない。

居住地 (SCl)

【墓数:対凛奢全員】

【ユ散:対拿者全員】



1.対 象者特性 【未経験者編】 1.対 象者特性

(3)医療関係への関与有無 (SC5)

SC5あ なたは学業及び職業で 医療関係に携わっていますか。

2.献 血に関する認知・関心度2.献 血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(1)献血に関しての認知程度 〈Ql)

【献血について「よく知っている」人は約1割 】

●献
:蹴覗3増蕃冒菅懇嘉斎暴織号騎秘毎流齢:ぢ承午若?T訳電賛轟1畠七詈歯1人

●職業lllでは、高校生の認知率(813%)が 他の層に比べて低い。

●性別では、男性の認知率(335%)が 女性の認知率(890%)と 比べて6ポイント低い。

● 地域別t・lま、大きな差はみられない。

【未経験者編】 冒
(1)献血に関しての認知程度 (Ql)
01 献 血について知つていますか。

【̀軟 :対●奢全員】

>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体での認知率は19ポィント上昇した。しかし、23年
度調査では20年度調査より7ポイント低下した。結果として23年度調査の認知率は、17年度調
査よりは高いが、20年 度調査よりは低くなつた。職業別・性別・地域別でも各層概ね同様の傾向
である。

>た だし職業別では、公務員の認知率が20年 度調査と比べて11ポイント低くなつており、17年度
調査の認知率よりも下回っている。また20年 度調査と比べて自営業で「よく知っている」が9ポイ
ント低下している:

(2)年齢。職業 (SC2/SC4)

年齢 (SC2)

職業 (SC4)

(薔数:対,著全員】



2.献 血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(2)献血の種類の認知 〈Q2)

【献血の種類の認知率は4割弱】

●献血の種類を「知っている」人は351%で 、残りの6割以上の人は認知していない。

●職業lllでlま、公務員の記知率が462%で 他の層に比べて高い。一方、高校生の760%が 「知ら
ないJと回答しており他の層と比べて認知率がにい。

●性別では、男性の認知率(314%)が女性の認知率(38996)と比べて8ポイント下回つており低い

●地域別では、東北の認知率(416%)が他の地域と比べて高く、4害1強にのぼる。

>20年 度調査と比べると、全体での認知事に大きな変化はみられない。

>職 業別では、専業主婦の認知率が20年度調査と比べて11ポイント低下し顕著`また自営業、高
校生でもそれぞれ5ポイント程度、認知事が低下している。

>地 域別では、東北の認知率が20年度調査と比べて7ポイント低下している。

2.献 血に関する認知・関心度 【未経験者編】

(3)献血できる場所の認知 (Q3)

【献血できる場所の認知率は8割強】

●献血できる場所の認知率は、「よく知っている」人が250%で 4人中1人が詳しい。また「ある程度
知っている」(594%)を合わせた認知率は844%に のぼる。

●職業'1では、公務員の認知率(885%)が最も高く、対して高校生(778%)の認知率は他の層よ
りも低く、4人 中1人が献血できる場所を知らない。

●性別では、男性の認知率(795%)が 女性の認知率(894%)と 比べて10ポイント下回つており低
い 。

● 地域別では、概ね大きな差はみられないが、東海北陸の認知率(804%)が 他の地域に比べてやや低
い 。

>20年 度調査と比べると、全体での認知率に大きな変化はみられない。

>職 業511では、専業主婦の認知率が20年度調査と比べて7ポイント低下している。

>性 別では、男性の認知率が20年度調査と比べてやや低下している。

>地 域別では、20年度調査と比べて認知事が、北海道で8ポイント、東北で5ポイント、近畿で6ポ
イント低下している。しかし「よく知っている」の回答では、北海道で7ポイント上昇している。

2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(2)献血の種類の認知 (02)
02献 血の種類(*)を 知つていますか。

*献 血のほ類にlt、すべての血液の成分を採血する全血献血(200mは たは400m:)と 、必要な血液の

成分だけを採血する成分献血(血壼成分献血または血小猥成分献血)があります。

2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(3)献血できる場所の認知 (Q3)

03.献血がどこでできるか知つていますか。(*)
*●血は、①献nルーム、②献血バス、③n液センター、④会社や団体での出張献血ですることができます。



2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(4)献血への関心度 (Q4)

【献血への関心度は4割強が「関心あり」層】

●献血に対する関心度をみると、関心あり層は437%(非 常に関心がある:60%+関 心がある:
377%)に 対して、関心なし層は563%(全 く関心がない:125%+特 に関心がない:438%)を

占め、関心がない人の方が多い。

●職業別では、他の層に比べて専業主婦で関心あり層(497%)の 割合が高く半数を占めるのに対
し、公務員では355%に とどまり他の層とLヒベて関心がある人が少ない。

●

業親 士訟

4゙8り ■ヒベて■l■l鬱 8り の関心度が高α 関心あり
「
Q割
合は男性」 8

°

牌 橿習ユた性 「

縄の関心度(504%)が 他の地域に上しべて高く、対して関東甲信越(396%)で

>20年 度調査と比べると、全体での関心度に大きな変化はみられない。しかし、17年度調査と比
べると、関心あり層が9ポイント低下している。

>職 業別では、公務員で17年度調査と20年度調査を比べると、関心あり層が8ポイント低下、23
年度調査ではさらに8ポイント低下しており、年 関々心が薄れている。

>性 別では、男女ともに17年度調査から関心あり層の害1合が低下傾向。

>地 域別では、東北で「全く関心がないJ層が20年度調査と比べて10ポイント上昇している。関東
甲信越では17年度調査から関心あり層が低下傾向で、対して「全く関心がない」層が上昇傾向。

2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(5)献血が病気の治療に役立つていることの認知 (Q5)

【献血が病気の治療に役立っていることの認知率は4割 】

● 献血がさまざまな病気の治療に役立っていることの認知率は407%。

● 職業別では、公務員の認知率(481%)が 他の層と比べて高い。

●性別での大きな差はみられない。

●

饒 譜

嘘 知率が“ 5%畷 鵠 C次 い神 国捏唖致“ 6り 、矧 絆 縄

20年 度調査と比べると、全体での治療に役立つていることの認知事は7ポイント低下している。

>職 葉11では、20年度調査と比べて、公務員を除く全ての層で認知事が低下している。

>性 別では、20年度調査と比べて、男女ともに認知率が7ポイント以上低下している。

>地 域別では、20年度調査と比べて、北海道で9ポイント、東海北睦で11ポイント、近畿で12ポイ
ント認知率が低下しており顕著。

2.献 血に関する認知。関心度 (未経験者編】

(4)献血への関心度 〈Q4)

04献 血について関心がありますか。

2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(5)献血が病気の治療に役立つていることの認知 (05)

05献 血は患者さんに対する輸血だけでなく、献血を原料とした血液製制として、さまざまな篇気の治療に

役立つていることを知つていますか。



2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(6)輸血用血液製剤の有効期限が短く、絶えず献血が必要なことを知つてい
るか (Q6)

【献血が絶えず必要なことの認知率は5割弱】
<新 規質問>

●献血が輸血用血液製剤の有効期限が短いために絶えず必要であることの認知率は、465%で
半数近くを占める。

・

器 剛 吊 亀 あ書きi粛 雛 獄f投

と公務員●10%)の 認知準力準く、対して高校生

●性別では、男性の認知率(430%)|ミ比べて、女性の認知率(502%)が 7ポイント高い。

●地域別では、中国・四国(506%)と九州・沖縄(537%)の 認知率が他の地域と比べて高く、半数
以上の人が認知している。          .

2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(7)献血された輸血用血液製剤の使い道認知 (Q7)

【輸血用血液製剤の使い道の認知率は2割弱】

<新 規質問>

● 献血された輸血用血液製剤の使い道の認知率は18:4%。

●職業別では、大学生・専門学校生(2120/6)と公務員(212%)の 認知率が他の層と比べるとやや
高い。

● 性別での大きな差はみられない。

●地域別では、東北の記知率(224%)が 他の地域と比べてやや高い。

2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(6)輸血用血液製剤の有効期限が短く、絶えず献血が必要なことを知つてい
るか くQ6)

絶えず献血が必要なことを知つていますか.

X血 液製剤の有効期間は一番短い血小根製剤で採血餞4BFI、 議血IIt製鋼は21日 間です。

2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(7)献血された輸血用血液製剤の使い道認知〈Q7)

07献 血された輸血用血液製剤の使い道は、交通事故などの大量出血時よりもがんなどの病気の治機に

使われることが圧倒的に多いことを知つていますか。
※綺811が病気(うちがんの治療3=1)に使われ、交通事故などによる輸血は391調程度。

【彗獣:"魚奢全員】



2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

(8)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験 (Q8)

<新 規質問>
【患者の感謝の気持ちを目や耳にした人は2害1弱】

●輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験のある人は165%。

●職業別では、公務員の経験率1212%)が 1也の層と比べてやや高く、対して自営業の経験率

(119%)が 他の層と比べてゃゃ低い。

●性男1での大きな差はみられない。

● 地域別では、東北での経験率(215%)が 他の地域と比べてやや高い。

2.献 血に関する認知。関心度 【未経験者編】

〈8)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験(Q8)

08綸 血の医療を受けられた多くの憲者さんは 献血をしてくれた方に感謝(献血してくれてありがとう)の

気llちを持つています。そのような声を目や耳にしたことはありますか。

‐― ―

■111111llil,11■[■■liIIi]lII]:1■11111■:III[ l

冒            聾
(9)若年層の献血協力者の減少傾向認知 (Q9)

【若年層の献血協力者が減少していることの認知率は3割強】

● 献血へ協力してくれる10代 ・20代 の若年層が大幅に減少していることを「知っている」人は
325%で 3人 中1人。

● 職業Bllで1ま、公務員の認知率(442%)が 他の層に比べて高い。その他の層では3割 程度の認
知率にとどまる。

●性別での大きな差はみられない。

●地域別では、東北の認知率(385%)が 他の地域と比べて高い。

>20年 度調査と比べると、全体での若年層の献血協力者が減少していることの認知率は5ポイン
ト低下している。

>職 業別では、20年 度調査と比べると、公務員と自営業の議知率が9ポイント低下しており顕著。

>性 男1では、20年 度調査と比べると、男性の認知率力℃ポイント低下している。

>地 域別では、20年 度調査と比べると、東海北陸、近畿、中国・四国の認知率がそれぞれ6ポイン
ト低下している。

(9)若年層の献血協力者の減少傾向認知 (Q9)
09献 血へ協力してくださる若い方の数が、近年大幅に減つてし嗜ズ *).知 つていましたか。

*最 近5年間で、20代 の献血者数13140万 人から108万 人(23%減 )に、10代 の献血者数は

48万 人から20万 人(40%澪 )0霧少しています。



冒
(1)献血に関する広報接触媒体 (Q10)

【献血に関する広告は「献血バス」「街頭での呼びかけ」の機触が多い】

'It,塁
魃 鱗隊編

慨馨霊警融詠寧茅

・
毅:暴扁拓言F彙晰 慇ぶ雛塁聰ユ:゛

α4り、漱血レーム前の看

'踏
1響壇鰐鎌J∬

遍斃劃戴瞭鰤珊3鶴鶴募3謬

>17年 度調査と20年度調査を比べると、各媒体で総じて接触率が低下している。20年度調査と
23年度調査を比べると、「街頭での呼びかけ」において8ポイント接触率が低下している。>鮨
鮨熙財忘氷楊ヽ

>鼈

L義 装

別の各層で総じ‐ ず れの広告媒体ザ 見たことがれ 以 詢 7「度調査よ

3.献血の広報・キャンペニンヘの認知接触状況 【未腱験者編】

〈2)献血キャンペーンに効果的だと思う爆体 (Qll)

【献血キャンペーンに効果的な媒体は「テレビ」が8害1弱】

輝 魏 珈 鉤 難 藤
f舅 曹 鼈 :

>詩

卍源騎

女性で「インターネット」「携帯電話」を効果的と考える割合が17年度調査から上昇傾

≧苦置裂製

ま、特に関東甲信越と近畿において「テレビ」を挙げる割合が17年度調査から低下傾

3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者編】

(1)献血に関する広報機触媒体 くQ10)

010献 血に関して、どのような広48媒体を見たことく18いたことン ありますか。(いくつても)

【薔執:対摯■全員】

3.献 血の広報0キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者編】

(2)献 血キヤンペーンに効果的だと思う媒 体 〈011)

011 献 血のキャンベーンを行う熙の効果的な媒体は何たと思いますか。(ιヽくつても)

●献血のキャンペーンを行う際に効果的だと思われる媒体は、「テレビ」が790%で 圧倒的に高い。
次いで「インターネット」力Ч8496。以下、「ポスター」(262%)、「携帯電話」(226%)、「新聞」

・
[馘勲踵無i載議航篇麺「F甜

ばイ
●性殿三B:見篤な省讐禦悔冤奮虐1甦針セ“

鋼りヽ暉ス午ズ303り、唯帯電詢252り、
●地域別では、関東甲信越では「テレビ」(755%)が 、他の地域と比べてやや低い。



3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況 (未経験者編】

(3)献血キャラクター「けんけつちゃん」認知 (012)

【けんけつちゃんの認知率は2割強 I

● 献血キャラクター けんけつちゃんの認知率は2130/0で4人 中1人に認知されている。

●職業別では、高校生(2613%)、大学生
・専門学校生 (299%)と いつた学生と公務員(250%)の

認知率が他の層と比べて高い。

●性別では、女性の認知率(2829/o)が男性の認知率(146%)と比べて14ポイント高く、認知されて
いる。

●地域別では、東北の認知率が306%で 他の地域と比べて10ポイント程度高い。

>20年 度調査と比べると、全体での認知率は14ポイント上昇し、23年度調査の認知率は2割を超
えた。

>職 業別では、各層とも17年度調査より認知率が上昇傾向にあるが、特に高校生、大学生・専F号
学校生、公務員での上昇率が高い。

>性 別では、女性の認知率が20年度調査と比べて19ポイントと大幅に上昇している。

>地 域別では、東北の認知率の上昇が顕著で20年度調査と比べて18ポイント上昇している。

●献血キャラクタ=け んけつちゃんを知っている人にけんけつちゃんの印象をたずねたところ、「よ
い」と感じている人が509%で 半数。「わるい」は3896で あった。

●職業別では、公務員、自営業、事業主婦は回答者数が少ないため、参考値。高校生、大学生・専
門学校生では会社員と比べて「どちらともいえない」と回答する人が少なく、関心を持たれている。
●性別では、「よい」と感じている人が男性(434%メこ比べて女性(550%)で12ポイント高い。
●地域別では、大きな差はみられない。なお、北海道は回答者数が少ないため、参考値。

聾
(4)献血キャラクター「けんけつちゃん」の印象 (Q13)

【けんけつちゃんの印象は半数が「よい」】       <新
規質問>

3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者編】

(3)献血キャラクター「けんけつちやん」認知 (Q12)
012厚 生労働省では献血推進のためのキヤラクターとして 'ん けつちゃんJを作成していますが、

知つていますか。

3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況  【 未経験者編】

(4意 血キャラクター「けんけつちゃん」の印象 く013)
013 012で 「けんけつちゃん」を知つていると答えた方へお聞きします。献血推進のキャラクターとして
rけんけつちゃんJのFp魚を教えて下さい。

こ数:対象者全員】

聴 千 1「I 1 1■1 : 1 1 1 1 1 1 1 : : I I i置: I i■i―
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【薔牧:「けんltpちゃん」知つて



3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況 【未経験者編】

〈5)献血キャンペーン認知 (Q14)

【最も認知されている献血キャンペーンは「はたちの献血Jで2割強】

3.献 血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者編】

(5)献 血キャンペーン認知 (014)

014献 血に00するキャンペーンを知つていますか。(いくつても)

(キヤンベーン認知者に対し)献血に関するキャンベーンで、Fanに 残つたキャッチフレースやメツセージがあれば、

こ:己入下さい。

く参考:17年 度。20年 度調査結果>

※17年=調査及020年 =目 章では
キャンヘーンをr知ってぃる∫知らない」のお 1つを
選択することにより回書.

く0考 :印象に残つた具体的なキャッチフト ズ、
メッセージ>

【こ螢:キャンペーン露知奢】

:暉=::ⅢⅢⅢ ,コキif●,
難 :オ●場なし繊じ

・
讐|[   熟 鶴郡響彎お鋸鰐

硝懃嚇鬱莉 翻麟轟期、
・
:陽≧』撃
尉ぼβ款瀬盆=(3乗聖錮 象県舅雀7:訪鮒鰐難

ベ

・
龍群罫櫨憚じご万お糊躍凛(瑚誘盤臨 直・“7り|

野
(6)「 HOP STEP JUMP」 を配布された記憶 (Q15)
015平 成2年から、全国の言校3年生を対鍮に、献血に関する着ユ書発資材「HOP STEP」 UMPIt
配布していますが、学校て配られた記憶はありますか。

言:確徴量盤録曇脚 暮

3.献血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況  【未経験者幅】

(6)「HOP STEP JUMPJを 配布された記憶 (Q15)

【HOP STEP」UMPを配布された人は1割】

●

膏ξ

3毎

ま盪 、堪顕裏1黒 乳准総嘉嘉:朧 雛 露 驚

れていることを認知して

・

雰秀:壇 曇 :輩 理をF5"状
学生・専門学校生の認知率“75り が他の層と比べて

膏
いも

● 性別による大きな差はみられない。

● 地域別では、東北の認知率が144%で 、他の地域と比べて高い。

>過 去2回調査と比べると、全体では本きな変化はみられない。

>職 業別では、大学生・専門学校生におし`て、17年度調査より認知事が上昇傾向にある。

>性 別では、大きな変化はみられない。

>地 域別では、東北において、17年度調査より認知率が上昇傾向にある。
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知率o35りが他の層とLLベ
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方東北の認知率6 3 8 り は

>∬
馴盪翻 ]認多れ鮮鋸

解l―Aぎ期日まみられなかつ試23年度調
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知率が低下している。相こ自営業、
>性別・地域別では、いずれの層も20年度調査と比べると認知率が大幅に低下している。

冒
(2)血液製剤の海外血液依存の認知 (Q17)

【血液製剤の海外血液依存の認知率は1割 】

4.感 染症。血液製剤について 【未経験者編】

(1)献血では感染症に感染しないことの認知 (Q16)

【献血では感染症に感染しないことの認知率は5割弱】

●血液製剤は未だ海外の血液に依存しているということを認知している人はlo 8%で1割にとどま
る。

●職業Bllでは、公務員の認知率(154%)が他の層に比べてやや高い。

●性別・地域別による大きな差はみられない。

>過 去2回調査と比べると、全体の認知率は低下傾向にあり、23年度調査は17年度調査から12
ポイント認知率が低下している。        ,
>職 業別では、特に公務員と自営業で17年度調査と23年度調査を比べると認知率が17ポイント
以上低下しており顕著である。

>職 業別、性別、地域別のいずれの層も、17年度調査から認知率が低下傾向にある。

4.感 染症・血液製剤について 【未経験者編】

(1)献血では感染症に感染しないことの認知 (Q16)

016献 血てエイズ.肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知つていますか。

4.感 染症・血液製剤について 【未経験者編】

〈2)血液製剤の海外血液依存の認知 (017)
017血液tl剤(*】ま未だ海外のユ液に依存していることを知つていますか。
*菫 症熱傷に用いるアルブミン製剤て:ま.国内自綸率は未だ58%台 である.



冒
(1)献血ルームのイメージ (018)

【献血ル=ム のイメージは「明るい」イメージが「暗いJイメージを上回る】

●献血ル‐ムのイメージについては、「ふつう」の印象を持つている人が414%を 占め、最多。「明
るい」イメージは173%に 対して、「暗いJイメージが110%と 、「明るい」イメージが「暗い」イメージ
を上回る。その一方で、3割(303%)の人は「わからない」と回答している:
●職業別では、いずれの層も「明るいJイメージが「暗い」イメージを上回つている。

● 性別では、「明るい」イメージを持っている割合|ま男性{144%】 こ比べて女性(203%)で 高い。

●

追露裂

でま、嘲 るt」イメーシま東北22‐7%)軌 州・沖縄233%)で 他の聾域1比
べて膏く、231を

5。献血ルームのイメージ 【未経験者編】

(1)献血ルームのイメージ (Q18)

018献 血ルームのイメージを敏えてください.

6。献血をしたことがない理由 【未経験者編】

(1)1位く最も大きな理由>く Q19)
019献 血したことがないのはどのような理由からですか。

>:蹴 批 べると全体でJ明 るい」とい からないが 上昇した一方J、つ"疇 町

>寮
唐梨二a馬1年

度調査とい ると、いずれの層
∵
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ィ
メージ●|■昇し、晴 町イメー

マ

>性]5施看♀J属評責綸簿温憲槻驚:(gr~ジ
が5ポイント上昇し、一方晴い」イ

>潰
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204度調査と比べると東北と九州・沖縄下
「明る
ッ
イメージが8下イント上昇して
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(1)1位<最も大きな理由>〈 Q19)

【献ユしたことがない1番の理由は「針を刺すの力t痛くて嫌だからJが1割強】

鸞 繭 肺
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られ油
●地域別では、近畿で「なんとなく不安だから」(120%)とする割合が他の地域に比べてやや高い。

>過 去2回調査と比べると、全体では理由が「わからない」人が17年 度調査より上昇傾向にある。

>置
達グ
では 高`校生で理由

ダ
いからなtl」人が″0年度調査と23年度調査を比べu5ポ ィン

>性 別では、男性において17年度調査より「わからない」人が上昇傾向にある。
>米
踏義'研ξ朧 理暦解l讐磁

な`かったか詢嗽十している謝こ入りづら

連日の大きい順に3つまでお赳υください.(それぞれ0とつずつ)



6.献 血をしたことがない理由 【未経験者編】

(2)1位～3位累計 (Q19)

【献血したことがない理由(累計)は「針を刺すのが痛くて嫌だから」が3割弱】

●献血をしたことがない理由を1位～3位の累計でみると、「針を刺すのが痛くて嫌だから」がトップ
で277%。 次いで「なんとなく不安だから」(259%)、 「恐怖心」(224%)、 「時間がかかりそうだか
ら」(201%)が 続き、高い理由となっている。

●職業別では、高校生で「近くに献血する場所や機会がなかつたから」(201%)が やや高い。大学
生は他の層に比べて「針を刺すのが痛くて嫌だからJ(306%)、 「なんとなく不安だから」(2380/0)、
「時間がかかりそうだから」(2290/o)、「忙しくて献血する時間がなかったから」(178%)が やや高
い。なお、専業主婦では1位の理由と同様に、「献血を申し込んだが、基準に適合せずに断られ
たJ(219%)が 他の層よりも高い。

●性別では、女性で「健康上出来ないと思つたから」(230%)、 「献血を申し込んだが、基準に適合
せずに断られたJ(153%)と いう理由が男性に比べて高い。一方男性は「時間がかかりそうだか
ら」(231%)、 「血を採られるという感じが嫌だ」(198%)、 「献血する意思がないJ(150%)と いう
理由が女性に比べて高い。

●地域別では、近畿で「献血している所に入りづらかったから」(161%)が 他の地域と比べてやや
高い。

>20年 度調査と比べると、全体での「献血している所に入りづらかったから」が6ポイント低下し、
「わからない」が14ポイント上昇した。

>職 業別では、過去2回調査と比べて専業主婦では「なんとなく不安だから」「近くに献血する場所
や機会がなかつたから」「献血している所に入りづらかったから」といった理由が低下し、「献血を
申し込んだが、基準に適合せずに断られた」や「海外渡航歴等による献血制限で献血したくても
できない」といった理由が上昇した。高校生では「針を刺すのが痛くて嫌だから」「なんとなく不安
だからJ「近くに献血する場所や機会がなかったからJ「献血している所に入りづらかったから」と
いつた理由がそれぞれ5ポイント以上、20年度調査と比べて低下している。

>性 別では、男性も女性も過去2回調査と比べて「献血している所に入りづらかつたから」が低下し
ている。

>地 域別では、全ての地域で20年度調査と比べて「献血している所に入りづらかったから」が低下
している。北海道では「恐怖心」が20年度調査と比べて6ポイント上昇している。

く惨考:献血をしたことがない理由 (その他の記述)>

IT十「|1層畠″よじ環オ氏3Fl干|`
賞血体質のため

採血後具合が悪くなるから

メリットがない/お金がもらえない

おんとなく/面倒くさい/人を叡うことに興味がない

腋血の際の事故が怖い/衛 生面で不安

探工しにくい血管だから

体菫制限があるから

注射 操血が苦手/血 が苦手

7.献 血するきつかけとなり得る要因 【未経験者編】

(1)1位 <最 も大きな要 因 >(Q20)

【きつかけとなり得る要因の1位は「針の痛みを和らげる」が1割強】

●献血をするきつかけになり得る要因を大きい1慣に3つまで選んでもらつたところ、1位の要因(最も
大きな要因)としてt「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施された」ことで116%。 前述の献
血をしたことがない理由でも「針を刺すのが痛くて嫌だから」が1位であり、針を刺す時の痛さが

献血へのネックとなつていると考えられる。また、饉差で「家族や友人などから勧められた」
(115%)が主要な要因の1つとして挙げられている。

●職業別では、「家族や友人などから勧められた」が、高校生では154%、大学生・専門学校生で
は13396で他の層と比べて高く、トップの要因として挙げられている。

●性別では、男性において「献血は絶対しない」人(207%)が女性と比べて7ポイント高い。

●地域男1では、大きな差はみられない。

>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体では「献血しているところが入りやすい雰囲気に
なつた」が9ポイント低下する一方、「献血は絶対しない」が上昇している。23年度調査と20年度
調査では傾向に大きな変化はみられない。

>職 業別では、公務員で「献血したときの処遇品(記念品)が良くなった」が過去2回調査と比べて8
ポイント前後上昇し、23年度調査てはトップの要因となっている。自営業では「針を刺すときに痛
みを和らげる処置が実施された」が20年度調査と比べて9ポイント上昇し、高い理由となつている

>性 別では、20年度調査と比べて大きな変化はみられない。             ・

>桜
喬卍鷹騎

各層で17年度調査より聯 血しているところが入りやすい雰囲気になつた」が低下

(2)1位～3位累計 (019)
019献 血したことがないのはどのような理由からですか。

理由の大きい順に3つまでお選0ください。(それぞれ0とつずつ)

7。献血するきつかけとなり得る要因

6.献 血をしたことがない理由 【未経験者編】

【未経験者編】

(1)1位 <最 も大きな要因>(Q20)
020あ なたが献血するきつかけとなり得る項目を18択してください。

せつかけの大きい順に3つまでお選びください。(それぞれ0と つずつ)



7.献 血するきつかけとなり得る要因

(2)1位～3位累計 (Q20)

【きつかけとなり得る要因(累計】ま「針の痛みを和らげる」が2割強】

7.献 血するきつかけとなり得る要因 【未経験者編】

(2)1位 ～3位累計 〈Q20)

8.初 めての献血 について           【 未経験者編】

(1)初めての献血で400mi献 血することへの不安意識 くQ21)

021 血 液の有効かつ安全な活用のため、現在では400mLを 推奨していますが、仮にあなたが
初めて献血する場合.200mLではなく400mLの献血にIE抗を感じますか。

【未経験者編】

・
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時の処遇品llE念品ltt良くなつた」22.0%)、嫁 族や友人などから勧め
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●性別では、男性で「献血は絶対しないJ(207%)の 害1合が女性と比べて7ポイント高い。・
難鱗頸潟蔽経懃攣囃漁暉景
>20年 度調査と比べると、全体では「献血したときの処遇吊(記念品)が良くなつた」、r献血ルーム
のサービスが良くなった」がそれぞれ8ポイント以上上昇している。「献血しているところが入りや
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31謝臨 製 ヒL脇 潔Y群量鑑 ♂

つ

>期
辟 臨 鷲 計

東Jヒざ 献血が自分の健康管理の役に立つよ
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なったJ力ヽ 7年度調査

く参考:献血するきつかけとなり得る項目 (具体制と理由)>
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Jゅての献血こ"__二 迎駐冒
(1)初めての献血で400mi献 血することへの不安意識 (Q21)

<新 規質問>

【初めての献血で400ml献血することに抵抗がある人は7害1弱】

● 初めての献血で400mt献 血することに抵抗を感じるかたずねたところ、「どちらかというとはい
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人
?割
合17α50blが他の層と比人て高く 一方自営業

●性別では、女性の抵抗がある人の割合(7:2%)が 男性(644%)と比べて7ポイント上回っている。
●地域別では、九州・沖縄で「はい(抵抗がある)」と回答している人の割合(645%)が やや低い。



9.家 族・友人の献血状況 【未経験者編】 9.家 族・友人の献血状況 【未経験者編】

(1)家族の献血の有無 (Q22)

【家族が献血している姿を見た経験がある人は1割強】

●家族が献血している姿を見たことが「ある」という人は1l oO/oで1害13螢にとどまる。

●職業別では、専業主婦で見たことが「ある」人は173%で、他の層と比べて高い。

●性月1では、見たことが,ある」人は男性(34%)と比べて女性(138%)の方が5ポイント上回る。
●地域別では、北海道で見たことが「ある」(73%)人の割合が他の地域に比べてやや1=い。

>20年 度調査と比べると、全体での大きな変化はみられない。

>属 性別でみても、20年度調査と比べて概ね大きな変化はみられない。

● 友達に献血をしている人がぃるかたずねたところ、「いるJが328%、 「いない」が348%、 「わから
ない」が323%と 回答が分かれた。

●職業別にみると、高校生で献血経験のある友人がいる人は129%で 1割強にとどまり、他の層と
比べて低いが、大学生・専P5学校生では414%、 公務員では587%が 「いる」と回答しており他
の層と比べて高い。

● 性別では、「いる」の割合が男性(281%】こ比べて女性(377%)で 10ポイント上回つている。

● 地域別では、東北で『いるJが4割弱(382%)で 他の地域と比べて高い。

>繁 期
躍 キ醍 ま警翼

査と比べて、公務員uメ イントL幼 人が上昇する一方、自営業で9

>性 別による大きな傾向の変化はみられない。

>地 域別では、北海道で「いる」人が20年度調査と比べて7ポイント低下する一方、九州・沖縄では
5ポイント上昇している。

鐵 騨 製 岬 彙 ___製 撃 L冒

(2)友人の献血の有無 (Q23)

【献血経験のある友人がいる人は3割強】

(1)家族の献血の有無 (Q22)

022ご 家族が献血している姿を見たことがありますか。

9.家 族。友人の献血状況 【未経験者編】

(2)友人の献血の有無 (Q23)

023あ なたのお友理に献血をしている人はいますか。

【薔跛:対●者全員】



10.献 血に関する資料評価 【未経験者IF】

(1)献血の必要性への理解が良くなつたか (Q24■ 1)

【資料を読んで献血の必要性への理解が良くなった人は8割強】

●献血に関する資料の間読後に、献血の必要性への理lηが良くなつたかをたずねたところ、「はい

壻増なこ争雪戯震』難『舅ヨそ冒蟹号場き臓様警Fら
かれうと
号
くな力が9■%。両者綸

・
懲言『
」足セ署薇:TttT基塩食?泉=貨|「奮暫喫警ぶTをぷゴ薯警憲署霜簾籍朱[:曜鑑票拌

●性別では、女性の理解が良くなった人の割合(889%)が、男性(806%】こ比べて8ポイント上回つ
ている。

●地域別では、東北で理解が良くなった人の割合が907%に のばり、他の地域と比べて高い一方、
北海道(811%)と関東甲信越(824%)では他の地域に比べて評価が低い。

>20年 度調査と些べると、全体では理解が良くなった人の割合が7ポイント低下し、評価が低くなっ
ている。

>理
著君懸芳島鍋 亀FrF価が低くなっているが、特に専業主婦びはЩ良く

>性 別では、男性も女性もともに「はい(良くなった)」の割合が2碑 度調査と比べて6ポイント程度
低下している。

>地 域別では、東北以外の地域で20年 度調査と比べて、理解が良くなった人の割合が5ポイント
以上低下している。

・
馴謂熱響鯉鷲賢=よ翻辮滋銅醜盤調記亀惣赫為∬
弱を占める。

● 職業311では、意識がある人の割合が公務員(500%)、自営業(506%)で 他の層と比べて低い。

●性別では、男性の意識がある人の割合(526%)が 女性(657%)に 比べて13ポイント下回つてい
る。

●地域別では、関東甲信諄で意識がある人の割合(547%)が 他の地域に比べてやや低い。

>聰
肇沼り清糧祠 なナ

ベ'と`公務員と早営業で意識がある人の割合91ETが顕暑でヽ
>馨
引署纂ゝ駕看賢鶏饒 モ[鼻i亀:か

というと鉤が7ポイントlgTし、23年度調

猟賛留論機驚 急告営緯属薯層巽ξ慇洲亀ダ低下しているが、句
こネ北、

(1)献血の必要性への理解が良くなつたか く024-1)
024献 血に30する資I14を諌まれた後で次の質問にお答え下さい。
1)献 血の必要性への理解は良くなりましたか。

10。献血に関する資料評価 【未経験者編】

冒
(2)献血に協力する意識の有無 (Q24-2)

【献血に協力する意識がある人は6割弱】

10。献血に関する資料評価 【未経験者編】

(2)献血に協力する意識の有無 (Q24-2)
024.献血に関する責84を読まれた後で次の質間にお答え下さい。
2)今 は献血に協力する気持ちはありますか。



10.献 血に関する資料評価 【未経験者編】

(3)今後の献血意向喚起 〈Q24-3)

【今後の献血意向が喚起された人は4割強】

●献血に関する資料の閲読後に、今後、実際に献血に行くかをたずねたところ、「はい(行く)」の
75%と 、「どちらかというとはい(どちらかというと行く)」の369%を 合わせた意向ありの人は
444%。 4書1強の回答者が献血への意向を喚起されている。

●職業別では、意向ありの人の割合は高校生(490%)で 高く、半数近くが意向を喚起されている。
対して公務員(327%)や 自営業(339%)は 他の層と比べて喚起されている割合が低い。

● 性別で,よ、男性の意向ありの311合(396%)が 女性(494%ソ こ比べてloポイント下回つている。

●地域別では、関東甲信越の意向ありの割合(390%)が 他の地域と比べて低い。

>過 去2回調査と比べると、全体での意向ありの割合は低下傾向にある。

>職 業別では、20年度調査と比べると、公務員、自営業、専業主婦で意向ありの割合が7ポイント
以上低下している。

>性 別では、過去2回調査と比べると、男性で意向ありの割合が低下ltl向にある。

>地 域別では、関東甲信越、中国・四国、九州・,中縄で意向ありの割合が20年度調査と比べて5ポ
イント以上低下している。

10.献 血に関する資料評価 【未経験者編】

(3)今後の献血意向喚起 〈Q24-3)
024献 血に関する責‖を調まれた後で次の質問にお答え下さい。

11。若年層の献血協力意向を高めるアイデア  【 未経験者編】

(1)若年層の献血協力意向を高めるアイデア (Q25)

025若 い方の献血に協力する気持ちを高めるためには、どのようなことをすればよいと思いますか.

広報の方法やキャンヘーン.イベント、献血場所などについて具体的なアイ"や イメージなどがあれば

自由に記入してください。

(対,き 全■1

若菫智鵬 鮮竜3,1奮1
`遇品、記念品をよくする/特 奥をつける

気ヽタレントを使う

rンターネットでの呼びかけ/イ ンターネット広告/SIISで 0呼 びか!ナ

軽ヽに行けるような雰囲気作り/入りやすい,囲気作り/明るい,囲気作り/構しみを持てるようにする

1校の授業で取り入れる/学 校でのPR

交全性をアピール/恐怖は、lt抗感のIIしよく

臨校 学校に献血バスがくる

=者が集まる場所に献血コーナーを設ける/若者が集まる場所でキャンペーンをする

訳血についてのおしい説明.局|ll

へ通りの多い場所で行う/駅 前、繁華衝て行う/行 きやすい場所で献血できる/何 かのついてや待ち時間できる

駅血の重要性.必要性をアピール

諄名人が実際に献血している機子を見せる/同年代の人がやつている0を見せる

主射の瘍みが少なくなる

ま血することによるメリットを伝える

ドランテイアでは限界がある/義 務化する

大学キャンパスなどへの出張を増やす/大 学でキャンペーンをする

決血イベントの実施/イ ベント会場に出張

武血によつてどれだけ人が救われるかを示せばいい

籠醸をお金にする

獣血がいつ、とこでやつているかの情報の周知

准=でPR

駐血ルーム、献血バス自体」贄ゃす

口合=準 の見直し/適 合基準の明確な表杞

嘴院で献血ができる/健 康診断時に献血もできる

11。若年層の献血協力意向を高めるアイデア 【未経験者編】

冒聾
(1)若年層の献血協力意向を高めるアイデア (Q25)

【献血意向を高めるには「処遇品・記念品」、「人気タレント起用」、「PR」等】

・
富〃馴馳堺篇輪を飼議錮警譲鰍翫 淵‐ _護
気タレントを使う」や「インターネット、テレビ、雑誌でのPR」など、より興味を引き、アクセスしやす
いPR方法を考える必要があるといった内容。また献血が出来る施設に関しては、「気軽に行ける、
入りやすい、明るい、親しみを持てる」雰囲気を作り、「人通りの多い、駅前、繁華街、何かのつい

五握賃
ち時間こでき初場

Tt・
M血が出来る施設

す
設ける必要があるといつた内容が多くあげら

3)今 後 実際に献血に行きますか.

【基数:対亀者全員】



Ⅲ。経験者編

1.対 象者特性 【経験者編】

(1)居住地。性別 (SC1/SC3)

●【居住地】は「関東甲信越」が3o5%を 占めており、過去2回調査と同様、中心となつている。以下、
「近畿」(163%)、「東海北陸J(157%)の順で続き、全体構成も過去2回調査と概ね変わらない。

●【性別】は、全体では「男性」504%、「女性」496%と ほぼ半々。20年度調査と概ね変わらない。
17年度調査に比べて男性が16ポイント増えている。

●【年齢】では、20代が9割弱(865%)を占めているが、過去2回調査と比べて10代の割合が増
えている。

●【職業】では、「会社員」(404%)、「大学生・専門学校生」(29、6%)が 中心であり、両層で7割を占
める。20年度調査とは概ね同様の傾向となつている。17年度調査に比べて「大学生・専門学校
生」が増え、「事業主婦」「その他」が低下した。

●【医療関係への関与有無】では、「携わつているJと回答した人は171%で 、過去2回調査と比ベ

て携わつている人の割合が6ポイント増えている。

【̀数 :対魚者全■1



1.対 象者特性 【経験者編】

(2)年 齢・職業 (SC2/SC4)

2.献血に関する認知。関心度

(1)献血が病気の治療に役立つていることの認知 〈Ql)

【献血が病気の治療に役立っていることの認知率は7割弱】

●献血がさまざまな病気の治療に役立ってぃることの認知率は664%。 献血経験者の3人中2人
が認知している。

・
墜誓鼻麓潤孵彎窯総譜望露緊機 晨

於緩C24961状
0性 別での大きな差はみられない。

●地域別では、北海道での認知事が高く73_3%。その他の地域は概ね変わらず6596前後。

>20年 度調査と比べると、全体での治療に役立っていることへの認知率は大きな変化はみられな
い 。

>職 業別では、20年度調査と比べて、自営業で認知率が5ポイント上昇している。

>性 がでは、大きな変化はみられない。

戦 翡 占∬ 瑠 書
と比べt刺 で認知率お ポイ卦 低下し‐る。その他の地期こは

1.対 象者特性 【経験者編】

(3)医療関係への関与有無 (SC5)
SC5あ なたIよ学業及び晴業で、医療関係に携わつていますか。

2.献 血に関する認知・関心度 【経験者編】

(1)献血が病気の治療に役立つていることの認知 (Ql)
01 献 血は患機 んに対する輸血だけでなく、献血を原r4とした血腋製剤として、さまざまな病気の泊豪に

役立つていることを知つていますか。

年齢 (SC2)

職業 (SC4)

【薔戦:対魚苦全員】



2.献 血に関する認知・関心度

●献血が輸血用血液製剤の有効期限が短いために絶えず必要であることの認知率は、721%で 7
割強を占める。

・

警蔦舅厨壁磋な欄 7り
と公務員ca9り の認知率が他の層1比べて高い

一

●等別では、男性の認知率(683%】こ比べて、女性の認知率(760%)が8ポイント高い。

●地域別では、各地域で7割以上の認知率がある。

<新 規質問>

●献血された輸血用血液製剤の使い道の認知率は347%で 、3人 中1人が認知している。

●職業別では、高校生の認知率(450%)が 他の層と比べて高く、半数近くが認知している。一方、
専業主婦(270%)と 自営業(289%)は 他の層と比べると認知率が低い。

●性別では、男性の認知率(368%)が 女性の認知率(326%メこ比べてやや高い。

●地域別では、大きな差はみられない。

2.献 血に関する認知・関心度 【経験者編】

(2)輸血用血液製部の有効期限が短く、絶えず献血が必要なことを知ってい
るか (02)

02献 血された薔血用血液製剤の有効期間は短く、絶えず献血が必要なことを知つていますか。

X血液II剤の有効期間は一番短い廊小根製剤で採血後4日間、赤血球製剤は21日間です.

2.献 血に関する認知・関心度 【経験者編】

(3)献血された輸血日血液製剤の使い道認知くQ3)
03献 血された輸血用血液製剤の使い道は、交通事故などの大量出血時よりもがんなどの病気の治燎に

使われることが圧倒的に多いことを知つていますか。
※約8割が病気(うちがんの治療3制 X饉 われ、交通事故などによる輸血は"1審 ,程度.

【経験者編】

(2)輸血日血液製剤の有効期限が短く、絶えず献血が必要なことを知つてい
るか (Q2)

<新 規質問>
【献血が絶えず必要なことの認知率は7割強】

冒
(3)献血された輸血用血液製「・lの使い道認知 (Q3)

【輸血用血液製剤の使い道の認知率は3割強】



2.献 血に関する認知。関心度 【経験者編】

(4)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験 (04)

<新 規質問>
【患者の感謝の気持ちを目や耳にした人は3割弱 】

0輸 血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験のある人は275%。

●職業男1では、高校生の経験率が422%と 他の層と比べて高い。次いで大学生・専門学校生の経
験率が高く、3020/6を占め、3人 中1人が経験している。

●性別では、男女で大きな差はみられない。

● 地域別では、大きな差はみられない。

2.献 血に関する認知◆関心度 【経験者編】

(5)若年層の献血協力者の減少傾向認知 〈Q5)

【若年層の献血協力者が減少していることの認知率は,割強】

●献血へ協力してくれる10代・20代の若年層が大幅に減少していることを「知つている」人は
529%で 半数を占める。

●職業別では、大学生・専門学校生の認知率(586%)が他の層に比べて高い一方、事業主婦では
430%に とどまり他の層と比べると低い。

●性別では、男女で大きな差はみられない。

●地域男1では、東北1476%)、 関東甲信越(510%)、 東海北陸1492%)で の認知率が低く、その他
の地域での認知率は6割近くにのぼる。

>20年 度調査と比べると、全体での認知事は大きく変わらない。

>職 業別では、20年度調査と比べると、専業主婦の認知率が9ポイント、自営業の認知率が7ポイ
ント低下している。

>性 別では、20年度調査と比べて、男性の認知率には変化がなく、女性の認知率がやや低下して
いる。

>地 域別では、20年度調査と比べて、東Jしの認知率が15ポイント低下しており顕著である。

2.献 血に関する認知・関心度 【経験者編】

(4)輸血の治療を受けた患者の感謝の気持ちを目や耳にした経験(Q4)
04輪 血の医療を受けられた多くの患者さんは、献血をしてくれた方に感歌 献血してくれてありがとう)の

気持ちを持つています。そのような声を目や耳にしたことはありますか。

冒
(5)若 年 層 の 献 血 協 力 者 の減 少 傾 向 認 知 (Q5)

05献 血へ協力してくださる若い方の数が、近年大幅に減っていまま *)。知つていましたか。

*最近5年間で、20代 の献血者徴は140万 人から108万 人(23%減 )に、1 0teの献血者数は

48万 人から29万 人(40%減 )も減少しています。



警            冒
(1)献血に関する広報接触媒体 〈Q6)

【献血に関する広告は「献血バス」「街頭での呼びかけ」の接触が多い】

●献血に関して接触したことのある広報媒体をみると、「献血4 スヽ」が64796で 最も高く、僕差で「街
頭での呼びかけ」(641%)、 「献血ルーム前の看板・表示J(634%)が 続き、次いで「テレビJが
517%で 、以上が主要の接触媒体である。

●職業別では、各層の主要な接触媒体は「献血バスJ「街頭での呼びかけ」「献血ルーム前の看薇:

表示」「テレビ」である。特に 「献血バス」は専業主婦で高く711496と7割を超える一方、高校生は

[J哲爾彊珈瀞難1聯丁蠍修諄
'製稿湿鬼:職襲騨盤I螺騒緊摺よ1699り

、晴血レーム前の看板・

1麟
醤 写17摯等 聯

爛ぷヽ硼 蹴 嚇躍り
で

>17年 度調査と20年 度調査を比べると、全体での各媒体の接触率は総して低下しており、特に
「ポスターの掲示Jが18ポイント低下した。20年 度調査と23年 度調査を比べると、「献血バス」で
7ポイント、「インターネット」で5ポイント接触率が上昇した。

>職 業別・性別・地域別のいずれも各層で「献血バス」と「インターネットJの接触率は20年 度調査と
比べると上昇しており、対して「街頭での呼びかけ」は概ね低下してし`る。

3.献 血の広報・キャンペーンヘの認知接触状況   降 験者編】

(2)献血キャンペーンに効果的だと思う媒体 くQ7)

【献血キャンペーンに効果的な媒体は「テレビ」が8割弱】

●献血のキヤンペーンを行う際に効果的だと思われる媒体は、「テレビJが787%で圧倒的に高い。
次いで「インターネット」が51296。以下、「ポスターJ(278%)、「携帯電話」(25496).「新聞」
(244%)が続く。・
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● 地域別では、関東甲信越は「テレビJ(762%)の 割合が他の地域と比べて低い。

>過 去2回調査と比べると、全体での「テレビ」が挙げられる割合は低下傾向、一方「インターネット」
は上昇傾向にある。「携帯電話」は17年度調査と20年 度調査を比べると11ポイント上昇し、23
年度調査では20年 度調査と横並びの結果である。

>職 業別では、「テレビ」は過去2回調査と比べて各層で概倒 =下傾向にあり、特に大学生・専門学

楚會巖鍵奪昌彗理需疹燦霧麟属課1じt頭性質じaCξ
上昇傾向こあ祉特

>性 別では、過去2回調査と比べて、男性は「テレビJが低下している。「インターネット」は男女とも
に過去2調査から上昇傾向。
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20年 度調査

(1)献血に関する広報接触媒体 (06)
06献 血に30して、どのような広報媒体を見たこtlt聞いたこと)がありますか。(いくつても)

3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者編】

(2)献血キヤンペーンに効果的だと思う媒体 (07)
07献 血のキャンペーンを行う際の効果的な媒体は何だと思いますか。(ι■くつでも)
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3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者編】

(3)献血キャラクター「けんけつちゃん」認知 (Q8)

【けんけつちゃんの認知率は4害1強】

●献血キャラクター けんけつちゃんの認知率は443%で 、献血経験者の半数近くの人が認知して
いる。

●職業別では、大学生・専門学校生 (573%)、高校生(561%)といつた学生層での認知率が特に

高く、認知者満 割にのぼる。

●性別では、女性の認知率(5200/0)が男性の認知事(367%)と比べて15ポイント高い。

●地域別では、近畿での認知率が3739/●で他の地域と比べて低い。

》 17年度調査と20年 度調査を比べると、全体でのけんけつちゃんの記知率は17ポイント上昇、さ
らに20年度調査と23年 度調査を比べると21ポイント上昇しており、認知が進んでいるといえる。

》職業別では、各層で17年度調査より認知率が上昇傾向にあるが、特に高校生、大学生 専門学
校生といった学生層での上昇率が高い。

>性 別では、女性の認知率が20年 度調査と比べて23ポイントと大幅に上昇している。

>地 域Bllで1よ、北海道の認知率は20年 度調査で|ま1也の地域と比べて1■かったが、23年 度調査
では20年 度調査より27ポイントと大幅に上昇し、他の地域と同様4割を超える認知率となった。

<新 規買間>

● 献血キャラクター けんけつちゃんを知っている人にけんけつちゃんの印象をたずねたところ、「よ
い」と感じている人が5840/いお割弱を占め、半数以上となった。対して「わるい」は30%で あつた

● 職業別では、高校生で「よい」が673%と 7害1弱を占め、他の層と比べて評価が高い。なお、自営
業は回答者数が少ないため、参考値。

●性別では、「よい」と感している人が男性(549%)と 比べて女性1609%)で ば イント高い。

●地域別では、北海道は「わるい」評価がほとんどないが、「どちらともいえない」が522%で 半数を
占め、他の地域と比べて高い。

3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況   【 経験者編】

(3)献血キャラクター「けんけつちゃん」記知 (Q8)
08厚 生労働省では献血推進のためのキヤラクタ

ーとして'けんけつちゃん」を作成していますが

知つていますか。

3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況   【 経験者編】

(4)献血キャラクター「けんけつちゃん」のFp象 (Q9)
o9 08で けんけつちゃん」を知つていると答えた方へおnaきします。献血推進のキャラクタ

ーとして
「けんけつちゃんJのFp菫を教えて下さい.

聾
(4)献 血キャラクター「けんけつちゃんJの印象 (Q9)

【けんけつちゃんの印象は6割弱が「よい」】

【薔数:rけんけつちゃんJ知つて
いる人】
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〈5)献Щキャンヘーン認知 (010)

【最も認知されている献血キャンペーンは「はたちの献血」で4害1強】

く0考 :17年 度 。20年 度調査積暴 >

※17年 =lH査 晟020年 度籠査では
‐ ンベー衆 「知つている」「知らない」の ち1つを
選択することにより回蓄。

く参考:印象に残つた具体的なキャツチフレーズ.
メッセージ>

【こ数■■ンペーンロ知き】

臨ヽ 鯉縫認奮壺景4:幸肇|

,なた0献 血で漱われる0が あります

0分で教える命力̀ある

0高 校3年生を対象に、HOP STEP」 UMPと いう普及啓発資材が配布されていることを認知して
いる人は151%と 2割弱。授業で使用した経験がある人は53%に とどまる。

●職業別では、高校生の認知率が372%と 高く4割弱にのぼる。また大学生・専門学校生が250%
で3割弱にのぼり、勤労者と比べて学生での認知率が高い。

●性男1による大きな差はみられないし

●地域別では、北海道の認知率が10296で、他の地域と比べてやや低い。

》20年度調査と比べると、全体では大きな変化はみられない。

>職 業「1では、大学生
・専門学校生において、17年度調査より認知率が上昇傾向にある。

>性 別では、大きな変化はみられない。

>」
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知率が上乳ていたず、

3.献血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況  【 経験者編】

(5)献血キャンペーン認知 (010)

010.献血に関するキャンペーンを知つていますか。(ιlくつても)

(キャンペーン担知書に対し)献血に関するキャンペーンで、Fll魚に残つたキャツチフレーズやメッセーシがあれば、
ご記入下さい。

3.献 血の広報。キャンペーンヘの認知接触状況 【経験者編】冒
(6)「 HoP STEPJUMP」 を配布された記憶 (Qll)

【HOP STEP JUMPを 配布された人は2害t弱】

(6)「 HOP STEP JUMP」 を配布された記憶 (Qll)
011平成2年から、全国の高校3年生を対拿に、献■に関する普及書発資材「HOP STEP JuMP」を
配布していますが、学校で配られた記憶はありますか.
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4.感 染症・血液製剤について 【経験者編】

(1)献血では感染症に感染しないことの認知 (Q12)

【献血では感染症に感染しないことの認知率は7割強】

0献 血でエイズ、肝炎といった感染症に感染しないことを認知している人は724%。

●職業別では、自営業の認知率が570%で 6割弱にとどまり、他の層と比べて低い。

●性別では、女性の認知率(754%)が 男性の認知率(694%)と比べて6ポイント高い。

●地域別では、東北の認知率(683%)が 他の地域と比べてやや低い。

>17年 度調査と20年 度調査を比べると、全体での認知率はほぼ横並びであったが、23年 度調査
は20年 度調査と比べて6ポイント認知率が低下している。

>職 業別では、各層で20年 度調査より認知率が低下しているが、特に自営業で18ポイント低下し
ており顕著。

>性 別では、男女ともに20年 度調査と比べると認知率が低下している。

>地 域別では、東北で20年 度調査と比べて認知率の低下が大きく、13ポイント低下している。

4.感 染症・血液製剤について 【経験者編】

(2)血液製剤の海外血液依存の認知 (Q13)

【血液製剤の海外血液依存の認知率は2割 】

0血 液製剤は未だ海外の血液に依存しているということを認知している人は203%で 、5人中1人
の割合。

●職業別では、専業主婦の認知率(131%)が 他の層と比べて低く、1割強にとどまる。
一方高校生

の認知率は261%で 他の層と比べて高い。

●性別では、大きな差はみられない。

●地域別では、中国・四国の認知率(267%)が 他の地域と比べて高い。

>20年 度調査と17年度調査を比べると、全体での認知率は6ポイント低下し、23年度調査は20
年度調査と比べてさらに5ポイント認知率が低下している。

>職 業月1では、各層で認知率は17年度調査から低下傾向にある。

>性 別では、男女ともに認知率は'7年度調査から低下傾向にある。

>地 域男1では、中国・四国の認知率のみが20年度調査と比べてやや上昇した。その他の地域は2
0年度調査の認知率を下回っている。

4.感 染症。血液製剤について 【経験者編】

〈1)献血では感染症に感染しないことの認知 〈Q12)
012献 血てエイズ、肝炎その他の感染症に感染することはありませんが、そのことを知つていますか。

冒            塑
(2)血液製剤の海外血液依存の認知 〈Q13)

013.血 液製罰(*)は未だ海外の血液に依存していることを知つていますか。

*重症熱傷に用いるアルブミン製剤では、国内自給率は未だ58%台 である。



冒
(1)ルームの雰回気について くQ14-1)

【献血ルームのイメージは「明るいJィメージが「暗いJイメージを上回る】

・
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いつた割合が高く、朝るしソ
●性別では、「明るい」と評価する割合は女性(434%)が男性(337%)を10ポイント上回り高い。
●地域別では、「明るいJィメージが近畿(322%)で最も低く3割強にとどまる。

>17年 度調査と20年 度調査を比べると、全体での「明るい」と評価する割合は7ポイント低下して
いる。20年 度調査と23年 度調査では大きな変化はみられない。
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5.献 血ルームのイメージ

(1)ルームの雰囲気について くQ14-1)

014献 血ルームのイメージを教えてください。 (1)ルームの雰回気

5。献血ルームのイメージ 【経験者編】

(2)ルームの広さについて (014-2)

【献血ルームの広さは「ふつう」が半数】

勲Щ禦集≧____理 虹冒
(2)ルニムの広さについて くQ14-2)
014献 血ルームのイメージを教えてください。  (2)ル ームの広さについて

●献血ルームの広さのイメージについてたずねたところ、「広い」が222%に 対して、「狭い」が
202%で ありほぼ同率である。「ふつう」と評価する人力●73%で ほぼ半数を占める。
●職業別では、「狭い」と感じている割合が自営業(156%)で 他の層と比べるとやや低い。

●性別では、女性で「広いJと感じる割合(249%)が 男性(196%)と比べて5ポイント高い。

● 地域
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》過去2回調査と比べると、全体のイメージは概ね変化していない。
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5.献 血ルームのイメージ 【経験者編】
一５ 5.献 血ルームのイメージ 【経験者編】 判

(3)職員の対応について (Q14-3)

【職員の対応については半数が「良い」Ell象】

●職員の対応についてたずねたところ、「良い」がほぼ半数の4849/●を占める。また「S、つう」も
413%となっており、「悪い」と感じる人は30%に とどまった。職員に対する評価は概ね良好であ
る。

●職業別では、「良い」の割合が高校生で556%、大学生・専Fl学校生で564%となり、それぞれ6
割弱を占め、他の層と比べて評価が高い。

● 性男1・地域別による大きな差はみられない。

>20年 度調査と比べると、全体でのイメージに大きな変化はみられない。

>職 業別では、大学生・専門学校生で「良い」の割合が20年度調査と比べると5ポイント上昇してい
る。

>性 別 地域別では、20年度調査と比べて大きな変化はみられない。

(3)職員の対応について (014-3)

014献 血ルームのイメージを教えてください。  (3)僣 員の対応について

禦 Щ 禦 隼 狂 二 ___鯛 虹
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(4)記念品や軽い飲食物について く014-4)

【記念品や軽い飲食物については4割強が「良い」印象】

●記念品や軽い飲食物についてたずねたところ、「良い」が436%に 対し、「悪い」は79%と なって
おり、「良い」と感じる人の割合が大きく上回る。なお、「ら、つう」とぃう意見も417%を 占める。

●職業別では、自営業で「良いJ評価(356%)が 他の層と比べて低く、一方大学生・専門学校生

1479%)と 専業主婦(484%)で は「良い」評価が高く半数近くを占める。

● 性別では、女性の「良い」評価(479%)が 男性(3939/o)を9ポイント上回り高い。

●地域別では、東海北陸で「良い」評価1481%)が 他の地域と比べてやや高く、一方近畿では「良い」評
価(388%)が 他の地域と比べてやや低い。

>過 去2回調査と比べて、全体での「良いJ評価は上昇傾向である。

>職 業別では、過去2回調査と比べて、大学生・専F5学校生、会社員、事業主婦で「良いJ評価が上
昇傾向にある。

>性 別では、男女ともに過去2回調査と比べて、「良い」が上昇し、「ふつう」が低下の傾向にある。
>地 域別では、東海北陸で過去2回調査と比べて、「良い」が上昇し、「ら、つう」が低下の傾向にある。

(4)記 念品や軽い飲食物について (Q14-4)



冒
(1)献血についての要望・知りたいこと (Q15)

【献血についての要望・知りたいことは多岐にわたる】

°
T牲計熙轟耀罫轟簿祝賓rご測駆遣¥島錮論豊議1諸
血する場所、日時などについて十分知らせてほしい」(373%)な ど力`続いており、突出したもの
はなく要望は多岐にわたっている。・
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●地域別では、多少のスコア差はあるものの、全体的には大きな違い1まみられない。

>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体では「献血したときの処遇品(記念品)をもっと良くし
てほしい」が低下している。20年度調査と23年度調査は全体的に大きな変化はみられない。
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中ヽ国姻踵聾「献血したときの処遇品“

6.献 血についての要望。知りたいこと 【経験者編】

(1)献 血についての要望・知りたいこと (015)

015献 血について何か要華又は知りたいことがありますか。(いくつても)

〔=獣:対象奮全■】

7.初 めての献血について 【経験者編】7。初めての献血について 【経験者編】

(1)初めて献血した年齢 (Q16)

【初めて献血した年齢は10代が6割強】             :

(1)初めて献血した年齢 (Q16)

016初 めて献血をしたのはいつですか。

● 初めて献血した年齢は、「16～ 17歳 」が293%、 「18～ 19歳 」が338%、 「20～ 24歳 」力|
321%で 、ともに1/3程 度を占めている。10代 で初めて献血を経験した人の割合が全体の6割

・
帯鷲Ittξ3聯暉燃縁l£算:殿塚顎鰭鐵;奎λヾ・
[]轄織i静穎織職爾朕そ霧捨TF准性殿≧]0地域別では、東北で「16～17歳」での経験率(397%)が他の地域に比べて高い。
>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体では「16～17歳」での経験率が6ポイント低下して

鍾 就 慮掘 詣
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量
し4略 ′ °年度調査23年 度調査dま
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>持
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>地 域別では、北海道、関東甲信越、東海北陸、九州・沖縄で、上記女性の層と同様の傾向にある



7.初 めての献血について 【経験者編】 7.初 めての献血について 【経験者編】

(2)初めて献血した場所 (Q17)

【初めて献血した場所は献血ルームが3割強】

(2)初めて献血した場所 (Q17)

017初 めて献血した場所はどこですか。

【基数:対彙者全員】

7.初 めての献血について

0初 めて献血した場所は、「献血ルーム」が332%で 最も高く、3人中1人。次いで、「献血バス」が
218%、 「大学キャンパス又は専門学校・各種学校」が212%で 続く。

・
琲臨註安働増設け」導撃秀:]″争りさ畠λ電り場:際」Vttr讐絆どよf『距

て

ちよ奪澄魔層需議ξ難 造磐子除盤2蜃簡轟k鉤賊樹離壼
べて高い。

・
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●

絋

で制 び 高微 での集団献“ “ り 、近畿び 献血″玖」1346り が他の地釧 こ比べ

>20年 度調査と23年度調査を比べると、全体で大きな変化はみられない。

》
鑽烈離阜糠異訳蔓簿:筆魂鋭鷲階 里賢P馘 l懸顧
低下している。

>性 月1では、20年 度調査と比べると、大きな変化はみられない。

>サ
ず影35想L鼻卿 謂肥 穏ηyYl魏罐署爵摯 塩ゝ諦

ヤ
血)」が20年度調査と比べて低下。また、九州・沖縄では「献血ルーム」が上昇している。

7。初めての献血について
  雪 __… ………………暉鸞撃聾_

(3)初めての献血の種類 (018)

【初めての献血の種類は「200mi献血」が半数】

・

M、 母壼;震 ″孵
」での経験率力

Y■
4 %と半数を占めるJ 4 0 0 m 職山 は∞ 9 %、

:靱 Fは
、「200m蹴 血Jは高校生 2゙2961と専業主婦 0゙8%)でそれぞ柿 割強を占めてお

'妻甦理蹴着艦]翼発鷲攪1:珈 宅鷲り響穆I・
“Jりで咤縣が高い。対して

°

1議 踏 霧 妻 よど

縄でに00m職 血」力く408%を 占め、「200中 献血」●77961で の経験率
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》職業別では、過去2回調査と比べると、公務員以外の層で概ね「400ml献 血」が上昇傾向で、「2
00ml献 血」が低下傾向。公務員では17年 度調査と20年 度調査を比べると「400mi献 血」が11
ポイント上昇したが、23年 度調査では8ポイント低下した。

>性 別・地域別でも.過去2回調査と♯べると、各晨で「200ml献 血」が低下傾向.「400rnl献血」
が上昇傾向にある。

【経験者編】

く3)初めての献血の種類 〈Q18)
018初 めての献血の種類は何ですか.



7.初 めての献血について            【 経験者編】

く4)初めての献血で400mi献血することへの不安意識 (Q19)

【初めての献血で400m:献血することに不安を感じない人は半数】

●初めての献血で400ml献 血をすることに対して不安に感じるかをたずねたところ、「特に不安は
感じない」人力1499%で 半数を占める。一方、「不安」な人は394%で 4害133。

●職業別では、事業主婦では「不安」(489%)が 半数を占めており他の層と比べて高く、「特に不安
は感じないJ(394%)を 10ポイント上回つている。

・

讐烈Fは

kヽ t・σ 仙 諄 じる割合“5拗 が男蠍 ∞7り 批
↑
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>20年 度調査と比べると、全体では「特に不安は感じない」人の割合が低下し、「不安Jに感じる人
の割合が上昇している。職業別・性別・地域別でみても各層で同様の傾向にある。特に公務員と
高校生で顕著である。

7.初 めての献血について

(4)初めての献血で400ml献 血することへの不安意識 (Q19)

019初 めての献血で400mi献 血をすることをどう思いますか.

(不安と回答した人に対し)不安を選んだ理由をお教えください。

8.献血回数について             【 経験者編】

(1)過去1年間の200m!献 血回数 (Q20-1)

020過 去1年間に何回献血しましたか。 (1)200ml献 血

く●考:不安に思う理由>

【初瞑o就“ “hlはntることが線 0人】

ご111:1遠菖濠舅露警財さ:
t血になりそう

卜調が思くなりそう/倒れそう/フラフラになりそう

隆が多いから

―魔裸血て体調不良になったから

■調にどのような変|しが鵡こるかわからないから

ツトボトル約1本分に相当すると考えると不安

が弱いから/書 段から貪血気球だから

せているから′小精だから/適 合体■がぎりぎりで

(1過 去1年間の200mi献血回数 〈Q20-1)

【過去1年間で200m:献血をした人は4割強】

●過去1年間で200rn:献血をした経験のある人は411%。 献血した回数では「1回」が246%。 2
回以上経験のある人は165%で あった。

・
[褥 欝ξFRttr'現

承導:製翠笙鵠撃寝屋お亀懲轟尋段親嬌司堪i:撃翫
●性別では、女性の経験率(463%)が男性の経験率(β60%)を10ポイント上回り高い。
●地域別では、中国・四国(357%)と九州・沖縄(326%)の経験率が他の地域と比べて低い。

>17年 度調査と20年度調査を比べると全体の経験率は6ポイント上昇したが、23年度調査では
低下し、17年度調査と大きく変わらない。

》職業別では、17年 度調査と20年 度調査を比べると、高校生の経験率は9ポイント低下したが、2
3年度調査で若干ではあるが上昇した。高校生以外の層では、17年 度調査と20年 度調査を比
べると経験率が上昇したが、23年 度調査では低下に転じている傾向。性別・地域別てみても、各
層で同様の傾向にある。



8.献 血回数について 【経験者編】

(2)過去1年間の400ml献血回数 (Q20-2)

【過去1年間で400ml献血をした人は4割弱】

●

懸 融 警どPる

地 “ %。 献血した回数0ま 詢 回」町48‰ 2回 以上

・

撃泰程百F｀

高性 の経験率洵 44 %、 専業主婦の糸翡実率が創 4%で 他の層2L Lべると経験

● 性別による大きな差はみられない。

● 地域Bllでは、北海道の経験率が214%で 他の地域と比べて低い。

>過 去2回調査と比べると、全体での経験率は上昇傾向にある。ただし2回以上の複数回経験者

>撃
席留離甜晃馴旨罫塁際電翌議籍鋼 誰皆ぼrl経

験率がやや低下し‐略旗
>性別では、男女ともに17年度調査から経験率は上昇傾向にある。
鶯橿留通機灘監窯星話型鷲爾裂量騨豪竺碕

で大きな変牛はみられないが、そ

(2)退去1年間の400ml献 血回数 (Q20-2)

0 2 0過 去1年間に何回献血しましたか。 (2 ) 4 0 0 m i献 血

8.献 血回数について

8.献 血回数について 【経験者編】

【経験者編】

(3)過去1年間の成分献血回数 (Q20-3)

0 2 0過 去1年間に何回献血しましたか。 (3 )成 分献血

●過去1年間で400ml献 血の経験がある人は366%。 献血した回数では「1回」が237%。 2回 以
上経験がある人は130%で あった。

°里秀:R主醤菫」滉翻 罰話だ1竃キな諸R雅場
の目砒べ御、

・
諸]IEぁ扉峯£1ず糞責弯∫り

がa171の経験賓270"櫛9ポィント上回嘱(200m献
●地域男1では、九州・沖縄の経験率が4250//0で他の地域と比べて高い。
>17年 度調査と20年度調査を比べると、全体の経験率は11ポィント上昇し、23年度調査は20年
度調査とほぼ横並びの結果である。

>職業別では、17年度調査と20年度調査を比べると、高校生と専業主婦では大きな変化はみら

費お盤ヨt[1:」11開ご霧ぶ網疑昌響電黎麗露ξ予:誉ftると等
>性 別。地域別では、17年度調査と20年度調査を比べると、各層で経験率が上昇したが、20年
度調査と23年度調査では大きな変化はみられない。

(3)過去1年間の成分献血回数 〈Q20-3)

【過去1年間で成分献血をした人は3割弱】



8.献 血回数について 【経験者編】

聾
(4)今までの合計献血回数 (021)

【今までの合計献血回数は2回以上が3人中2人】

く関連質問の回答BIJ>

●今までの合計献血回数は、「1回」が最も多く338%を 占め、3人中1人。3人中2人(662%)が2
回以上の複数回献血者であり、回数は「3～5回」が全体の264%を占める。

・
腫胆集艦 踏協麟肥断翼こ躙撃冨盤謂謂嵩プ失
学生・専門学校生は609%で 、学生の複数回献血者が他の層と比べて低い。

●性別・地域別では大きな差はみられない。

・
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i

>解
誘鮮錮雛 篠醐翼輿躍織 麟甲嶋

の割合が6
>鼈
難島1雲請霞認攪琵雛 ξ瞥I青罰警lЧy警舅 3彗醤1記[鼻謙髪

た
>性
鶴 ξttξ史墓 褒記署驚竃紫=領F調

査を比べ
,と
献血回数が低下し、23年度調査は

>拳
螢鴇。
は 北`海道で20年

事
調査と23年度調査を比べると、3回以上の献血者の割合が上昇

8.献 血回数について 【経験者編】

(4)今までの合計献血回数 〈Q21)

021.今 までの議血回数は合計で何回ですか。

9.献 血するきつかけ 【経験者編】

(1)初めての献血のきつかけ rl位<最 も大きな要因>」 (Q22)
022初 めての議血のきつかけになつたのは、次のうちどれですか。
きつかけの大きい願に3つまでお選びください。(それぞれ0とつずつ)

冒
(1)初めての献血のきつかけ「1位<最も大きな要因>」 (Q22)

【初めての献血のきつかけの1位は「自分の血液を役立てたい」が3割弱】

●初めての献血のきつかけを大きい順に3つまで選んでもらつたところ、1位に挙がった要因では、
「自分の血液が役に立つてほしいから」が29096で3割弱。その他はそれぞれ1割以下で、「大学

お】るy堪報番当織諄tf亀勇ま£ごま葉ぶζ,おお揚
人な出こ勧められたか鉤

・
蹴港澱再讐屁製電卓ま庁苦住aP聯 スFほしい均が主要なきっかけである。公務員で
●性別では、男性で「なんとなく」(169%)献血をする割合が女性(113%】こ比べて高い。
●地域別で|=、「本学キャンパスに献血バス

・出張献血が来たから」が北海道(136%)、中国・四国
(135%)、 九州・沖縄(125%)で 他の地域と比べて高い。

>過 去2回調査と比べると、全体での「自分の血液が役に立ってほしいからJが低下している。職業
別・性別・地域別てみても、各層で同様に低下している。

>職 業別では、高校生と専業主婦は「家族や友人などに勧められたから」が上昇、公務員と自営業
では「なんとなく」が上昇している。

>地 域別では、北海道と中国・四国で「大学キャン′iスに献血バス
・出張献血が来たからJが上昇し

ている。




